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日本の造船海運界に深い關心と好意を持ってゐられるアメリカ造船界の大先輩であるキヤンペル氏に對

郷鰯剛撫篭鰯鰄職篝織撫職駕猟
感謝致したいと思ひます．‘綴鐙′･ゞ
キャンベル氏書簡轍IrL-".I3.'4‘蝉等‘．
新しい技術雑誌「船の科學｣･の出版が必ず成功する事を衷心願ふと共に，この極めて償値あ

る企てが何時までも綬いて蝋しい成果を學げる事を念願致します．
、--4､-_‘‐・参・

日本は元來海に育つﾅﾆ國であり，弧い迩當な造船海運業に依存してゐます．造船技術ま日進

月歩のもので，色為な技術的の改善を工業界一般に公開發表することが斯界の健善哉發達には

最も大切な事であウます・世界を通じて造船海運の諸方面は愛革して來て居りますが，貴誌

の如き有望な技術雑誌によってこそ日本の工業界にか、る知識が普及される最大最善の方法と

信じます．日本は優れﾅﾆ造船技術を有って届b，貴誌の役目もそれ等の知識を交流せしめる媒

介として大切であウます．絡bに貴誌が日本の造船海運各方面に對して大いに債値あり有益で

ある事を心から希望し期待してゐる次第であります．
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瀬戸内海航路

舞子丸
（日本郵船〕

昭和23年3月

三菱庚烏迭船所建造

長61.00m

幅 9.80m

深4.80m.

總噸数ユ,030t

速力14.1kn

機開(ヂーゼル)1,150HP

〃角

▼

哲森一室蘭航路

若 草丸
〔大阪商船）

昭和23年4月

日立造船因島造船所建逢
長69．00m

幅10.50m

深5.60m

總噸政1,122t

遼力14kn

機開<ヂーゼル〕
、 1,250HP

釘

博多一壷岐對脇航路

丸
一

膝

〈大阪商．船〕

昭和23年5I1

藤永1m造絡所建造

長 56.30m

"8.40m

."4.50m･

總噸數580t

速力13．5kn

機開(ヂーゼル)850HP

函E，

－
１

天 璽山丸
〔三井船舶）

昭和23年6月

三井造船玉野工場建造
長85,90m

"12.60m

深6．60m

總噸数2.152t

蓮力13.26kn

機關(ヂーゼル)1,6003HP
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淑 戸内海航路

さくら丸

（關西汽船〕

昭和23年6月

岡本鋼管鶴見造船所延辿

f60.80m

'"10.20m

深4.80m

､總噸数1,047t

連力14.9kn

槻關（ヂーゼル）
1,280HP

ｰ

I

9

0

0

新 潟一佐渡紋路

こがね丸
（朧渡汽船〕

昭和23年5月

三菱職演造艦所建造

長55.80m

"9.00m

深4.10nl

總噸数563t

速力14.71kn

樋關(ヂーゼル)1,100HP

極 東丸

（板野海蓮）

昭和23年5月

日立造雛因島造船所建造

長82.55m

"12.50m

深6.50m

總噸数2,024t

連力 13.9kn
hO

・樫關（レシフ・ロ)11(IIHP

鋼製鰹鮪漁船

第六日出丸
（畠山武明）

・昭和22年7．月

石川島施工建造
&29.80m

"9.00m
深3.101n

總噸数170t
蓮ブ)9.7kn
磯關〔ヂーゼル）

250HP

活魚瞼及氷総容斌
各各53.5ms
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編 集委員

井口常雄。

朝永研一郎

村田義鑑

加藤弘

編集幹事

船橘敬三
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．避け，多忙な日常を過して居られる方餐が,僅か
「船の科學」編集の抱負

の餘暇に氣樂に讃まれ，しかも血どなり肉となる
闘皆の科學」創刊號を世に送るに當って，編集のと云ふのが我為の望みです.＝／
抱負の一端を披瀝して，此の新しい技術雑誌の意‘自分の役目を限定して，其の中にのみ後生大事
義と使命を一層明確にし一般の御了解を得ﾅﾆいとにとぢこもってゐる方為が多い様な氣が致しま
思ひます．す．少〈･とも闘皆」に關係する人は凡ゆる分野で

本誌は凡そ聯」に親しみを持ち,｢船」を篭る鵬」に開する直接間接の智識を必要とします．
ﾅこめに勵み,｢船」を我家として海洋を淵歩する人船」はそれ程庚い間口を持ち，「船」に關係す
煮にとって，直接御役に立つことを何よりも念願る人はそれ程博識でなければなりません．「廣〈
してゐます．そして剛淵」と云ふ大きな目標に向浅く」それで十分とは恩ひませ･んが先づ之をもの
って皆が懸命に努力して欲しいのです．・にしてそれから先に進むべきであらうと思ひま
附皆」を造る人は,之を扱ふ乘組.の人だの氣持をす．本誌の目標も先づそこにあるといへませ､う．

考へて細心の注意を以て擬善を議すべきでせう冊の科學」の内容は次の様に分類してありま
こそ,蝋離郷ﾙ謡騨瀧亨騨す
べきで堂う.此の離な老へから,｢船｣に關係する人◇造船學(抵抗･推進･張産振動･榊遼･復原性･動描・
は凡ゆる智識を緬養.して，之を賀地に即應させる通勤論）◇設計◇工作◇材料次養愉◇進水◇

ことが必蕊です.椛の緬職針も此の剛榔簾制嘉修:識&熔驚蕊瓢◇灘繊*;舗騨
墨麓勇瀧燃蝋麓海簔鑿篭鶴繋欝:繊溌欝慰◇耀綴燕
の理解と助け合ひとに依って，眞に一鰐となり日外ニュース及養料◇園内ニュース及蚕料◇海遜總
進月歩することを期待するものであります．從來局船舶局欄、
の技術靴誌の猫善を除き，狭過ぎる専門的内容を

、
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｢船の科學」創刊を祇ふ

，、海運總局船舶局長大瀬

一
一酌口 1
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P
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戦後永い間不況の底に沈愉してゐ↑こ我が造船界にも，最近漸〈希望の光がざして來に様に感ぜら〆
れま_す．その一は，今後本邦で造られる日本船舶に，外國船級協含の船級を取得する途が開かれた
事，その二は，輸出船の建造が許可され，木船ではソ連向の曳船及び艀が相當數建造されつつあ
り，釘蠅ではノルウェー向の捕鯨船が建造中である事,その三は,､日本の謎馴告所で一般外閏船の修
繕を行ひ得る.よ’うになつ↑こ事であります．.これは我を造船關係の仕事に携ってゐる渚としては特に
喜ぶべきことでありますが，|司時にそれが皆連合國軍總司令部の厚意によ．るものであることを銘記
することが必要であbます．即ち我"･は誠心誠意を以て事に賞って’その厚意に應へなければなり
ません；私は斯くする事が同時に本邦造船海運の復興にも寄與する所以であると確信致す．ものであ
ります.ところが日本の造船に開ずる技術は，戦痔中戦標船の量産に追はれに↑二め著しい質的退歩
を餘儀なくされ,未だ戦前の水準にも回復してゐないのであります．斯かる現妖は連合國軍總司令
部の厚意に報ゆるためにも叉本邦海運の再建のﾅﾆめにも，－刻も早く打開しなければならないので
あって,･海運總局においても過般船舶技術協議會を設け，造船技術の可及的速かな回復を岡ウ更に
そ･の進歩發逹を促進するだめの方策を討究してゐる次第であウます.
此のような時機に造船海運に關心を持↑これる若い方為の熱意I壷よって「船の科學」が誕生創刊さ
れましたことは，誠に意義深いことであります．本誌は，造船海運に開する綜合技術雑誌であっ
て，その内蓉も理論に偏することなく造船海運の間､分野においての技術,智識の交流を主眼とす
るもので，日常の劇務の餘暇にも樂し〈讃めることが特色ぎあbます．塞蔀こる造船技術雑誌のう
ちに斯かる使命を帯びﾆ｢船の科學｣が生れ出たことは誠に慶賀に堪へません．月を重ね年を重オユ
ると共に益；發展する本誌の搭來を心から耐幅する次第であbます．
虐壷＝，。F
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造船技術の正道化 －
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、戦時中の所謂“勝淀んがための生産増懇”は結果として粗製濫造の弊を生んだこと我が國では周
知の事資である.『糊間工業もこの例に漏れず折角我為の先輩が明治維新以来或は先進國に學ぴ或は
自らの刻苦締勵に依b燈得した技術はこの數年間に遊し〈原始的のものに逆戻りし↑こことを否み難
い．こ脱は淺念千寓のことに遠ひないが然しこの事賀そのものはなほ忍ぶべきである．最も忍び難
いのは戦時式の設計法工作法が技術の購道であるといふ観念である．戦時式のやウ方は止む忠得ざ
るに出でたのだといふ観念で，あるならば平和になれば正道に復する見込がある･これ力蝋b前のや
b方↑ごとい▲のであっては立ち直ｳやうは無い．現在最大の急務はこの槻念の是正ではある裳い
か．蚕材，金融，人員の補充認こ對する措置の如きもこの正道技術の観念の上に立つのでなくては

・

無意味である。
これは口や筆で論ずることは簡単である誘寅行には中巻の困難が伴ふ。現在造船作業蛮施の第一
線で活躍して居る人の多くは戦時中に修業しﾅﾆ人で昔からの正道で育つ↑二人ばもはや大抵退いて居
る．叉昔からの貴重な記録で戦災その他の↑こめ焼失烟減しﾅﾆものが多い．正道への立て直しのむづ
かしさが分る．．．
然しこれは是非やらなければならないことである.やウ方にはいろいろあらうが』‘船の科學”が
､造船學ｲ職旋術の普及化と共にこれを天昔な使命の一つとして進むことを望んでゐる．これは大にや
ウ甲斐のある仕事である．編集同人も努力することは勿論であるが老練なるこの道の先輩諸氏もこ
の意味で本誌のﾆめに十分の協力あらんことを切望する．それと共に若い方､菖曾も先入に囚は雌ない
アレツシユな立場で大に正道技術を論じて貰ひだい．ここに始めて正道の級に治うての技術の進歩
が期待し得ると恩ふ，
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に至ったのである．この形で2ケ年李餘を控過し・
ナニ昭和19年11月，極度に窮迫した諸情勢のも

と，修繕責務を個為の船主の手にゆだね置くこと

は，時勢に即應せぬとて》修繕の責務も亦政府即

ち船舶蓮誉會に於て行ふべきこと＞さ伽ﾅﾆ．こシ

で修繕に開する限り裸傭船方式に準ずる形とな

り，･完全な國家管理下に置かれて，船主は自己所．

有船の修繕に全然開與し得麹ことになったのであ
る．翌昭和20年敗戦の年の春には全運航業務が・

船舶運誉會に移管されて，完全な裸熊船方式に墨

ウ，次で軍徴'砺船を含めﾅﾆ全商船を一元蓮螢する、

機關を設置するとの最経的統制施策を講ぜられﾅこ、
が，既に時おそく全く支離滅裂な混凱裏に修繕の

統制管理の幕は一應閉ざされ↑二のであった． 二

絡戦となってからは，海運統制令は他の諸堂の

戦時法令‘とともにいち早く艤止され，この黙に於

ける修繕許可制は解除さ奴だ．虚が，後述するよ

うに，漣合軍の占領政策_上，本邦海運並に船舶.

は，その嚴重な管理下に置かれること鴬なり，本
邦としても紹舶の管理を綾けることが必要となっ
て，その準捺法である戦時海運管理令及船舶運醤

會は今日未だ其侭存綾さ腱，経戦前の瞳後の形，

即ち裸蹄船方式の國家使用が綾けられている：そ

して使用船の修繕寅務も船舶運管會が船主に代り

一切これを行ふことになっているわけである．
1－

次に，連合軍の本邦船舶及修繕の管理について

概説しよう．

絡戦直後8月24日18時を期して本邦一切の艦
船の停船が命ぜられるとともに，その管理權は連
合軍總司令長官に接牧せられ，以後,運航は勿論，，

虎分，改造，修繕等の一切については連合軍の指
示若くぼ承認を受けねばならぬこと営なつﾆ．こ

の蛮際の管理方式については，總司令部にて直接

行はず，米海軍極東艦隊司令部が捲當し,10月に
なうってその専門機關として日本商船管理局（璽皇二
VALSHIPPINGCONTROLAUTHORITY

本邦船離

修繕管理

の現状
’
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維戦後既に三ヶ年を經過した．世の中一般は次

第にもとに戻っているが，船舶の修繕は，運航面

との關連に於ては現在でも依然として戦時中‘その
まシの形で國家管理下にあb,裳に進駐軍の所謂

〃スカジヤツプなる機關のもとに嚴重な管理を受け

ている。この邊の經緯蛮情についての概要を試み
=・よう．

船舶の修繕は嘗つては全く船主の自由であっ
て，勿論安全法による総査を受ける要はあった

が，何等法的に拘束されることなく，船主と遥結

所との間の自由取引で，船主の希望する時期に，
希望造船所で,希望するだけの修繕を行ふことが
出來だ．それが戦時中の非常措置によって次のよ
うに次第に國家管理下に置かれることになったの

である．即ち，昭和15年2月海運律哩令によっ
て，現地に於で官の所謂「工事査定」を受けて許
可を貰はねばI雛が出來ぬこと遣なb，これで船
主と造船所との間の自由取引で修繕を行ふ途は封

ぜられたことになり．次いで，昭和17年3月戦
時海運管理令の發令，即ち船舶蓮誉會の設立とな

って，總噸100以上の汽船は「國家使用」という
形で政府が脳船して一元運航することになる，そ
の修繕については，船主が責任をもつこととし，

船主は．「常に堪航性を保持せしめ政府の使用の効

果を阻害せぬよう必要な修繕を自己の愛用で行は
・ねばならぬこと」とされたが，このﾅﾆめ船主が勝

手に船を停船させていては，政府の一元的配船運

航が出來ぬから，前記の海運逓附I令の許可制とは

別個の翻黙よb更に修繕許可制をとらいばならぬ

とし，「その船を蜘皆させて行はいばならぬよう

な修繕或は改造を施行する場合には主務大臣の許

可を受けねばならぬこと」となっﾅﾆ．つまb工事

面からと運航面からとの二重の許可制がとられる

－3

、
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NE)即ちSCAJAPが設けられ，以後この機關

が本邦艦船の運航開係事務一切の管理に當ること

営なつﾅﾆ。これより嚢9月下旬より順次運航を許

されていたが,.瀬戸内其他の特定航路船を除き，
ヨ
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ー鋸の科學一．

その都度事前申請して連合軍側承認を得なければ

ならぬことになっていた．そしてその手綾は主と

して船舶蓮誉會が行っていﾅﾆが，11月9日附をも

って，本邦政府に對し，スカジヤツプの命令下に

全日本i鱗重の管理を行ふ目的で，本邦総主，代理

店，溌錘業者，船用品業者，商工官聴等の代表者
よbなるCIVILIANMERCHAN'rMARINE

る邦船もスカシヤツプの直接配船下にあるので，

貸與船と同俵の修繕管制を受けている．．

斯くて1年餘経過しﾅﾆが，昭和22年5月1日

を期して汽船輪逢の玄式が鍵b,魍註軍物資,職

出入物費ばかbでなく國内物資も含む全海上物資

について，その輸逢要請は一應悉く，細司令部の

CIVILTRANSPORTATIPNSECTION.(CTS)

１
１

COMMITTEE(CMMC)なるものを設けよとの
『凸画一一一一一■_■■■F■ロー』．＝－－一

に集め，此虎で赫合的に輸逢計謹を↑こて，それに

基く配船はスカジヤツフ．が箕施するということに

なつ龍．そして瞬普に開しては，このときから夕

Xカー船も，米國貸與船並に歸還輪逢船と同様
に，日報方式で修繕状況を連絡．してスヵジヤップ

・の指示を仰ぐ¥と鷺な,つだ．

以上は主として，船舶運醤會管下にある一般貨

漆鱸の對象となる船舶の通航及修繕管理につ‘イ
．て述ぺだものであるが，其他の一般船に開して

も，總噸数100噸以上の鋼汽船（漁船,曳船其他

の雑艘を含む）は總てスカジヤツプに登録し，ス

刺ジヤツプ鍬を標示し,且ﾇｶジｬﾂブ發行の
遜航認可書を貰はれば航行出來ぬことになってい

る．そしてこれら船舶につい､ても，毎月末の状態
を月報としてスカジヤツフ．宛報告せねばならな

い．尚最近では，スカジヤツブ番競の附與はなし、

が，’00總噸以上の機'帆船（木紹）も同駿取扱と
なっている．このように全船舶を登録管理されて
いるのであるから，船の状態が鍵つﾅﾆ場合は漏れ

なく報縦葵し叉船の種蹟を愛更しようとする場
合には，スカジヤツプの許可を得なければな･ら
ぬこと鴬なっている。

．スカジヤツプ及CTSの外に，總司令部經濟科
畢局には造船事業を管理して居る部門があり，造

船所側の管理事務，新迭船關係事務及び船舶造修
賓材の管理事務等の麗理に営っている。

このように，現在は，戦前平時時代に比べると，

一見甚だ窮屈な欣態にあるわけだが，本邦の謝伏

勢上蓋し己むを得ぬ虎であb,從って連合軍の管

理も，要するに占領政策の胆l滑遂行，本邦民生の

安定，生産再建等の↑こめ最も能率的に船舶を利用

しようという目的で行はれているのであるから，

定められ↑こ方針に伽､，これに協力することが吾

人の責務であぢう．（船舶運憾會）

一

命があり，現存船舶蓮蟹會がその任に當ることに

なって，’’月23日以降，船舶運誉會は連合軍

關係としてはCMMCとしてスカジヤツプの下

部樹悲になb,その所管される本邦海里管理の寅

一務の虚理隆當ること揖なつﾅﾆのである．偶態につ

いては’スカジヤツプが出来てからは，修繕を行

ふこと自鰡及び何庭の工場で修繕するかにつきス

ヵジヤツプの認可を得な･ければならぬこととな

j,''月’日以降,小修繕も含む總ての修繕に
声

つき，認可申請手絞をなし，尚その修繕が完了し

‐たらばその旨報告することとなつﾅﾆ．次いで同年

12月10日，総噸敷100噸以上の本邦鋼製商船

一は，スカジヤツプに登録され所謂スカジヤツプ番
･號を附與するという措置が講ぜられて，日本水域
の通航については從來のようにその都度認可取得

の要なく包括的に許きれるこ'とになつﾅﾆ．修繕に

ついても，同嫌包括的認可があb、｜運輸大臣は
スヵジヤツジの事前認可を得ずして管下全船舶の

修繕の計喪及認可をすることが出來る．その認可
の内容及営該修繕の完了日取についてはCMMC
・よりスヵジヤツブ宛毎日報告すること」を指示さ
れた．渚の日報は翌21年1月よb旬報でよし､こ
とに愛更さ伽ﾅﾆ．
、21年1月，米國よりリパテイ,LST及びC,

型船合計215隻に及ぶ米紹の貸與を受けること葛
なり，その航海修繕はCMMCが行ふこと』こな
った．これら貸與船はスカジヤツプの直接指令で
配船運航されるものであるから，修繕についても

蓋然スヵジャップの襟lillを受けねばならず,從て

一般船と異り，日報方式で逐一修繕状況を詳細に

連絡しその指示を仰いで施行すべきことになって

居b,入渠させる場合には勿論事前認可を受けね

ばならぬこと韓なっている．尚歸還輪逢に從事す
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錨の鋭き爪

一錨の爪は猫のやうに

海底へ爪をたてる一

立川春重j
IIIIIIIIIII111剛1IIIIIIIIIIIIIIIMIIIIIM1剛ⅧI剛I州
釧の標準型が確立したのは西暦185n年に英図

海軍省が制定した智通錨とか海軍型錨とか呼ばｲL
るものであった．

物には長所と短所とがある.､長所はまﾅﾆ短所で
ある．天狗の面の最も高い鼻の先は，裏から見伽
ぱ最も低い職である．1820年から1850年の30
年間に錨の特許型が,30種以上もできで純る
が，特許は物の一つの方向を誇張した知識の一部
であって全鵠ではない．数多くの特許は互に自分
の長所を勝手に主張して混凱する．標準型が統一一
されて始めて偉力を發揮する.標準型を決定する
ことは，その時代までの過去の知識と經職の總決

ヤ夕

算看診ると同時に，これが次の時代への方向を決
．定する基礎となる,ところに意義があるから･であ
る．錨はこの標準型の決定によって一大韓換をな
し,､こゆを境界線とし新醤二型が確然と意別されタ

ろに至つﾅﾆのである．もっとも，この標準型は今
では豫術錨帆船川錨,救難作業用錨として使用、

されてゐるに過ぎず，船舶の錨としては既に薔式
に属するものであるが，把持力は新式のものより
反って魑いのである．現代の錨は『格納』が問題
にされてゐる．

‐普通錨は錨腕が錨柄を通して錨桿が互に直角に
なってゐる．從ってその型肱が十字型になる､ので
十字錨と呼ぽれてゐる．
銚桿は錨柄

の上端に差し

込んであるの

で，錨桿のこ

とは俗に解』
と呼ぱ仇る．

笄は昔，女の

髪に差したも

のである．錨」

も第10園

錨桿をつけてゐる錨の読が，
や

、

笄を差し

‐－－－5

1__.－－．

尋

－紺舶史－

てゐる女の髪に似てゐるといふのである．いつも
、、勺

ながら，昔の人の心のゆとウと奇智には微笑し〈

なる.Wll噺の印度の王滕が胡座をかいたやぅに
たし笛喪し、

厳然と鱗えてゐろ錨の錨桿を見て，頭髪に珠増の
A

笄を差じす二美しさを想像しﾆ昔の人の感麗の鋭さ

には驚嘆させられるではないか．文化史を斫究す

るものにとって’この窺う江言葉を發見するのは

樂しみの一つでもある．～

錨の重要芯瀧成要素は釧腕と錨桿とが直角にな

ってゐることであb,この錨桿が海底に識はるこ．

とによって，錨腕が自然に海底へ直角となり，錨

腕の先端の爪が猫のやうに鋭く》海底を掻くこと

になる．そして錨の生命である弧力な把持力が生‐

ずるのである．

、ドイツのウーフア會祗の文化映誰『線の放浪

者』を恩出す．さまざまな種子が散布する精況を
為しﾅﾆものであるが，菱の笈が海底に達する.と，

その尖つﾆ刺の先端を水底につきこんで，水流に

押し流されまいとする‘備景が銀幕に寝し出され
､る.刺力職の爪の役をしてゐる.鵜威すべき自然．
の妙味であって，種子は生物のやうに生きてゐる

のである"流れに押し流されまいとする菱の資の
巧まい技巧も，錨爪が海底に作用する人間の巧み

な技巧も全く同様である．ことを思へぱ，人間の智

慧もﾅﾆいしﾅﾆものではない．希臘や羅馬の詩人は
錨をOdontos即ち根叉は歯の意味で歌ってゐ
る．

‐錨の語原は希臘語の｡Ankyraから出てゐるの
であって，『曲ったもQ』或ば『釣』を意味し，
綱をつけに鈎欣のものを岩石や樹木にひっかける
ものから始ってゐる．沖に船が出るやうになっ

て,重い右が必要になつﾅﾆ重い石を綱で繩って
水中に沈めたものである．西紀前5000年の決及
の船にも，既に錨は使用されてゐるし，『萬蕊集』
の萩にも『いかl)J(重石)の文字が見えて居り，
『播磨風土記』にも『沈石』の文字がある．
つまり錨は重遺物を沈めること，それにプラス

される鈎であって，重堂物ば自然石である．古代

に於て最も容易に入手ができ，しかも任意の重量，

なんら人工を施胃な‘いで自『llに必要な大蓄息が得
られる便利な重量物は自然石であるから，錨に重
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量を加へるために石が使用され↑このである・

個は現代の朝鮮の概皆が使用してゐる原始的な
錨であるが，錨柄は板であI),錨柄に直角にぶっ
てゐるのは縛着した石である．鋤ま石に直角にな

一

一

１
０
１
副
４
１

かbではない．水深が十分なければ,船底が接鯛

して損傷しﾅﾆｳ，他物と衝突したbする．錨鎖が

絡むのはこの遊んでゐる爪である．同じ對総につ

くられてゐる錨爪も，錨が投げ下さ･れて下になっ

た方の錨爪は錨の重大な役目をしてゐるのに，め

でりあはせとはいへ，他方は閑氣に遊んでゐて不

善をなすのである,これほど禾公平なことはない．
そこで有るために反って邪魔になる比方の錨爪を

錨腕とともに切って棄てれば遊ぶ錨腕はなくなウ

都合がいい－ｼと考へて惜げなく片蹴所り楽でた
ノ

のが斥爪錨といふものである．不要な盲腸は切り
"■

棄て芦置くのが制巧である．しかし,一本しかな
い爪に，確實に把持力を持ﾅﾆせるには，錨を投下

するときに，錨爪を下の方に向け，徐,2号に吊り下

げて海底に下し，爪を土に潜らせてやるやうに，

錨に『天地無用』の張紙をしてや'らればならない
やうでは困る．現代のやうにせはしい港の出入で

．f

は，錨がどのやうに投げこまれても，錨爪は必ず

海底を掻くやうでなくては，現代の錨としては役

に立ﾅﾆない.釧腕が二つあることは,一方が遊託
でゐて無駄のやうではあるが，その震,錨がM
な方法で投下されても，直に役に立つやうになっ
てゐるので,あって,錨腕が對孵になってゐるのは，
命令によって直ちに行動がとれる抜目のない待磯

の態勢であつ↑二のである．そこで一方の釧施を切
っても，なほ錨腕が二つあるのと同じ結果になる

やうな錨があれば申分はない．この変現できさう

にもない慾深な渚ヘを震現し↑ごのが卜両ツトマーン

錨(Trotman'sAnChor)である．これは錨柄と

ってゐる．現

代の進歩した

錨から見れば

材料，形状に

も著しい相

違が認められ

るが，凝覗す

れば，そこに

』

デ

錐 2圃．れば，そこに

は零へがい吾菱と同じ知慧の血の一つの流れが脈
うってゐる．人間が舅度考へﾅﾆ錨の構成は，たと
へ,ぞれがどんな簡軍なものでも，錨柄とそれと
直角をなす錨腕が要素であ･って，それは近代の錨
にまで正しく守られてゐ-る．長し､歳月の間，一つ

の思付きや知識が大切にしまって置かれ龍規帳面
さにI罐心させられるではないか.－鎧に古代か
ら存在してゐるものには，それがいかに改良され
鍵形されても，どこか古代のままの形がそこはか
となく残ってゐることに氣がついて驚かされるだ
ら う．f
錨の生命である把持力を發生せしめるのは錨柄
と錨腕とが直角であることであるが，こんな形欣
は錨を格納する場合に邪魔になる．錨鎖孑陛ひき
こむこともできない．邪臓にはなるがこの錨桿を
取り棄てるといふことは,｡錨にとっては致命的で
ある．しかし,･人間の知慧はそれを資行するので
ある．それが山字錨といはれる無桿錨である．
長い錨の歴史に於ける革命は有桿錨から無桿錨
への稗換であつﾆ．綱旱錨は有桿錨に比,して把持
力は劣るが,､現代の錨が無桿錨であ息のは，↑こだ
絡納の鮎で有利であるといふのに過ぎない・
有桿錨のもう一つの峡黙は,海底を把持してゐ
るときの欣態を見れば，一方の腕が海底に直立し
て遊んでゐることである・

その錨腕に錨鋤淵みついて,錐を起すことに
なる．これは錨が『ひける』とか『走錨』とかい

はれるもので,錨の重量が足ｳ卿傭に現はれる
錨の現象と同じである．錨の自殺である．そ#'しば
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) 腕が海底に直立し第3測

錨腕とが別贈につくられ，錨腕が錨柄にボルトで

，錨を起すことに緩く留められてゐるので，錨腕はポルI､を中心と

か『走錨』とかいして廻韓し得ら榊造になってゐる．從って，爪が

卿傭に現はれる泥を掻くと錨柄と釧腕との角度が犬となl),把持
、

殺である．そ伽ぱ力が大となるし，反對の錨腕は（13頁に練〈〕
－．1』
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の傾斜しﾆ途中の状態，．(こ斡では波の表叉は裏

一と言ふ言葉を使ひましﾅﾆが）に於て危瞼になるの

かを第一に調べる必要があります．船が波の山又

は谷に來ﾅﾆときどの様な状態になるかは第1圖に
、

示す通りです.、

山
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船の聴覆と波

越智和夫一

III100-･'lllllill''=''lllllll111-

、‐昨年の暮，瀬戸内海である小型族客船が風波の

ブこめに郷覆しﾆ事朧がありましﾅﾆ．而も此の事件

・よb一年程前にそれと同じ型の姉妹船が殆ど同一

場所で之れも矢張b風波の↑ﾆめに稗覆してゐる事

が知られてゐましだ．これら唯二つの共通しﾅﾆ事

・蜜から何等か共通し↑こ原因が存在ずるに逮ひない

．と老へられるのですが，今日に至るも尚風波囚ﾅﾆ

・めと言ふ雀だ頓ウない原因が主張されてゐるだけ

で詳細に原因を調べﾅﾆ.傑子もなく，叉今後同謙の
事件に對して何等の對策も講ぜられてゐないのは
誠に心細い|災りです．船の蒋覆と言入問題は小型

船の場合に卿1等かの外的條件によって何時かは
起ると‘斑悟せねばならぬ程重大な問題です．

元來，船の安定性の問題は大型小型船を問は宇

其れ自身が極めて難かしい問題で，多くの學者達

の研究にも開､らず未だ滿足に解かれてゐないの

は，船と言ふ一つの不定形の浮遊綴が不規則な愛

引上を呈する波によってその運動を支配される結

果，解決の糸口を辿るためには止むを得ずある種

の假定を設けいばならず，こ.の假定が事責を必ず

しも溝足してゐない事に根本的な喰ひ達ひがある

雛に恩はれるのです．

然し今鼓では船の安定性を難かしい数式で解か
うとは思ひません．寧ろ船と波との相對的關係を

老へることによって少しでも鱒覆の原因を明かに

、する事を目的として筆を進めて見ませう．
船の輔覆は餘程特殊な場合を除いて先づ波がそ

の最大原因です.風“い時ば風によって起きi，
‐る波が必す荒いのですから，波と船の安定性-との
關係を詳しくI吟味すれば幾分なりとも縛覆の本質
が掴める鐸です．

、大きな波，殊に海のうねbの状態に於《ては波の

山と谷との差がはつきウ現はれます．そ奴散船が

波の山に於て陣費するのか，谷に於てか或ひは波

垂珍fTガ画_今
ー

津 ユ圃

波の山叉は谷では船は右又は左に傾斜する様な
ことは先づ無いと考へてよく，大抵は直立しﾅﾆ状

態と老へて差支へないのです．ブニとへ傾いてゐる
場合でも其の時諾のもつ復原力を考へてみれば第

《
一

一
一

2岡に示す溌になbます．

（イ）に示す様にメタセ

ンクー班が船の重心黙Gよ

b上にあ恥ば船は傾いた位
置から正常に戻ります．

（ロ）の如くMがGよク下

に來仁場合は船は益基右に

傾いて鱒覆して了ひまず．

然し普通は波の無い靜水
の場合につIJ､て(ロ）の様に

〃
‐■

1
、

弓

第2咽の笏含t､･ジI‘、しぃ当ノuﾉ燭こ《－

MがGよb下にこない榛に藻め設計されてゐます
から安全ですが，悪い波に通ふ｡と.(ロ）の場合とな
って始めに述べﾅﾆ様な韓覆の災難が起きます．以
上で波の山叉は谷では先づ安全である事が分かりぞ
ましだが問題は舟醗被の表叉ば裏に來ﾅﾆ時です・
波の表,裏と言ふのは第1岡に宗子様に波の遡行
方向に謝して定めら郡,今般が波の表に來ﾅﾆ時を
老へてみ泉すと第3圖に示す様に三通りの場合が
老へられ･ます．（イ)は波の表でが船直立してゐる
とき，（極)は波の進行方向に傾いたとき，（ハ)は
波の進行方向と逆に傾いﾅﾆ時です・何によってか
像な三つの状態が生ずるかは，その時の波の遡期
と其の船に固有な静水中の動描遡”同じ叉は略
近い時，そi'Lらの重なウエ合によって決まりま
す．即ち(ロ)は波の振幅の方向が船の振幅の方向
と一致じﾅﾆとき，（ハ)は反對になっﾅﾆ雨極端な場

合です．各舞の場合の安定性を調べてみれば第4
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圖に示す通り（イ）の場合

は極く小言い復原力が働

くだけで安全であること

｡

い、反對に波の裏に船が來て波の進行方向と逆に

傾いﾅﾆ時は決して疎の進行方向と逆に舵を操って
はならないのですぎこれが縛覆を引き起す最大原

因です．それ故この時は舵を眞直ぐに保つか寧ろ

波の表では波の進行方向と逆に．,蕊では波の進行
方向･に舵を操って危険を晩すべ誉です．

第二に特に小型船では人叉は祇荷が波の表では

波の進行方向に，裏では波の進行方向と逆方向に

片寄ってはなりません．あく迄も元の位置に止ま
って船の重心黙を移動させぬ鎌にすべきです．

大西洋のヨツI､レースに例年優勝してゐﾅﾐ英國

皇室所有のヨツ!､に乗船し↑こ人の話を聞くと，大

西洋のうねbを機切って快速で走ってゐる時には

う‘ねりに乗る度に舵を操って一つ一つ波を切って

進んでゐﾆそうですが,之れは出來る↑ごけ船の傾
斜を避け速力を落さぬ綴に心掛けてゐるばかbで

なく，．かくする事によって韓覆の危瞼の多いヨッ

トを安全に保ってゐる事が分かります．

最後に船の縛覆を前に述べｱﾆ様にその船に固有
な動揺週期がその時の波の迩期に同,じ叉は極く近
い時が非常に危険となる可能性が多い課ですか

ら，特に小型船の設計の場合にはその船が用ひら

れる邊ウに起るべき波の遡期をよく調べ，他方船

の瀞水中の固有動揺遡期を計算で求めてそれらが

一致しない俵に設計工夫するだけの考慮を挑って

戴きたいものです．か様な注意を桃へぱ船の韓覆
と言ふ滕な災害は餘程の場合を除いて先づ心配な

いと言ふ事が出来ませう．（船舶試嶮所）

〈ごけで安全でみること運2墜璽

織藍瀧盲、sと＝
灘晨蹴欝i・意一色L～
反して(ハ)の場合はMG

間の距離が次第に安全を第3画

増す様に大きくなることが分かります．

そこで問題はずっと簡軍になって，ナニとへ最悪

の(ロうの欣態の第一段階に達しても出來る限bの
〆

工夫をして一刻も速〈（ロ)の欣態から脱すべきで

す．もつと慾を言へぱ競初から(ロ〕の状態(ざなら

ぬ様に船を．もってゆくべきです．それにはどうす
れば良いかと言へぱ，船に傾きと反對方向の力産

與へてやる.こと即ち逆方向に舵を操ることです．

′以上は波の表ですが，波の裏では上と反對の舩

態，勺まウ波の進行方向と逆に傾いﾅﾆ時が(ロ)の

状態に相営しますから此の時も逆に舵をとって危

瞼がら晩すべきで式．念のこめに波に乗つ了こ船の
安全なときと危険なときを圖に纒めて示しにもの

が第5岡です。

上述のことから船の韓覆の危険を避けるには，

第一に船が波の表にのって波の進行方向に傾い

ﾅﾆ時は決して波の進行方向に舵を操ってはならな
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供し度い，と思ふ・.

◇臓装主任技師には多年修繕の經駒を持った者を

、選任すること‐

其の技師が副簡明噺であり，物をまとめる才能
があb,而も快活祗交的であって繊装員から尊敬
と親しみを持だれる穰な人物であった場合には，‐
その船の艤装は必ず成功するであ･らう．そしてそ
の船の前途ぱ必ず輝かしきものであらう・私の今
筒感激して居る理想的の人産は長崎三菱時代の渡
謹賢介氏や横演船渠の三輪氏の如き方鳧である．
何虎の造船所にもこうしﾅﾆ偉い人が居るもので
あり，その人変に依て遡閻所は榮え種居るのであ
る；

主任以外の分捲技師はなるべく若い人で仕事腰
對し研究的であり，勢を惜まい人柄r"b度い・

元東京高等商船學桟長の須川邦彦氏は「船は生船の將來に對し好奇心を持って空想を描く程の若幸．’
哩垂一一＝皐昌盃zい-晶＝一一一｢隼一雫…も…菅ふく琴毛芦壷匡認一一苫畦辛苦3F~奇智……ーー

さて居る」と云われ↑ﾆものだが，誠に至言であつさと情熱の持主であり度い・
て私の海上生活20餘年間に乗船した20数隻の蝋装員中にも青年士官が居b,海の生活に憧れ．・
船を回顧してみれば何れも立派な生物であっにとを持ち夢を抱いてその船をどんなに立派に仕上げ
思われ，夫だの船に特有の何物かがあった事をほ様かと心を砕くのである・・
のかに感じて今尚樂しい思出となって居る．この人糞にとっては一本の鋲もゆるがせには出
吾交船員にと･って船は軍なる職場ではなく我家來ない．テストハンマー･とスケールや計算尺で一

舞営らなければ氣がすまない．そして造船所の技
で急縫驫墓;撫纈?悪噌遜…‘，耐であ,｡或憾緒の土實である軸忘腕て亙に議
旙に對して糊重の愛情を持つものと聞いて居たが論を岡わし夜を徹したI),数十日&こ亙る艤装期間
敗戦後の今日4型客船や貨物船のみを造って居る中維に解決がつかず，就航後学年一年を経てから

‐寅際海上で経験した事を根擦に叉議論の蒸し返し人菱にも尚この気持は焼って居るであらうか．

私は造船家がこの心掛を持って居る間は，我國をLて互に樂しみとして居るのである．其虚に造
造船技術の向上は期して待つべきものがあると，離悶幾の學理も叉繊職關の技術も長足の進歩が

育くまｵしるのであらう．
確ｲ識-るものである．

數ケ月に亙る造船家の丹精け關係者は，元よb◇何虚の造船所でも現場より設計が偏重され､て居・・
、路傍の人共にまで心からなる祇禰を亨けつつ船はる榛に見受けられるが，之は改める要があるので
誕生して愈〕臓装にかかるのであるが，この時期はなかろうか．即設計者は自分の計謎して造つナニ
が鑑に取っては.其の一生を支配する程大切なも船が海上でどん畷成繊をあげて居るか詳細につい
のである事を造船家も吾舞船員も銘記しなけi,ばてはﾀﾐiらぬ事が多いと思われるが,現場係員は修
…い即船に魂を入れて生物とする崎勃；繕の鵲醗と日常接胴する船員から雛〈海上の変相
らである．叉職装は人間の學校教育にも比すべきとを勘案して，迭船上の織陥をつきとめ得る機會｛
もので,其の適否,開係考の努)如何は船の出來が多い.その意見は設計に取入れ“て居ること、

と恩ふが，而も尚船員から見れば未だ充分ならず
輝に驚くべき程相連を來すも､のである．
そこで私はw姉iではあるが，4隻の艤装員を動‘と申す外ばない．新撒皆鴬時に一寸老へて「パイ
めﾅﾆ經鮠を顧みて臓装に關係ある方糞の御参考{き､プ」を導いて置けば,後年瞬普に徴って多大の時
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燗と經費を節約出來る嫌な事例は多數ある．－
現場係員が工合が悪いと云っても，設計者が感

情的とまで思われる態度で同意しない事を時折見
一

受けたが，吾奔船員にとっては解し難い事であ

る．尤も私は只無晴に設計家を排斥するつもウは

ないシ淺間丸鎌倉丸級以降客船に貨物船に優れナニ
設計技術を示してくれた事に對しては，滿腔の敬
意を表するものである．

◇造船所側と織装員とは互によく理解し合わなけ

ればならない．特に艤装員の經歴性格などを呑み

・こんで置く必要がある．同一航路に使用すゐ目的

で建造しﾆ姉妹船でも，措當技師及び艤装員が蓮

ふ爲出來上ウには可なりの相違を來すことがあ

ゑ．皀職装關係者の性格が船に移植されるからで
ある．極めて稀に起る事例でも自己の經鯰した事
′は過大に評慣し易いものである．特に船員には其

の傾向が狸いものである．捲営技師と織装員との

意見が合致しない主要原因となるもので，案外仕

事の邪魔となるものである．織装員側の反省を要
すること勿論であるが，造船所側でもこの鮎特に

注意を要することと思われる．

◇係員は仕事に忠實なれ．

極めて平凡なことであるが，係技師から工員に

至るまで作業に忠箕熱心であれば，織装員は直に
之を感受するものである．或る時大事な場所のホ
ーズテス1､が準備の遅れた爲，夕方暗くなってか

らやらなければならなかった．私は不安に思らに
力歓の工事の都合上翌淑こ延期することも出来ず
その侭テスI､を了つﾅﾆ．私は翌朝夜明を待って獺
ウでこっそり再検査をやらうと現場へ行ってみﾅﾆ

ところ一足先に係技師が猫bで熱心に調べて居る

後姿を見つけたので，其の侭歸って了つﾆことが
ある。・

我國の造船業が世界的水準に在つγご時代には，

之等の人為は何等求むることなく，只2ど自己の技
術家的良心を満足さす丈でひﾅﾆむきに働いたもの
～である．吾糞船員も敢て負けては居なかつﾆ．そ

れだから･こそ立派な船が出來ﾅﾆ筈である．

◇事故防止に努めよ。・

燃装中天災を超しﾆｳ，人命の聡があると船

員は異常なショックを受けるものであるも刷り秘に
■〆

とざされて居る海で働く者に取って，琵れ難い迷

信かも知れないが，船の前途にI層い陰が出來↑ﾆ様

な氣がするのである．作業の段取と係員の注意力

で防止できる程度の事故が度麦起るのは，造船所

としても困る事勿論であるが，船の保安竝に作業

にづいて發言横のない船員にとっては迷惑至極で

ある．監督を厳にする許ウでなく作業員に徹底し

ﾅﾆ教育をして貰ひ度い、

◇諸試醗のやり方について．

艤装中責施すろ諸試聡は船員にとって極めて大

切な勉狸となる．船會祗としては，優秀な船員を

抜てきして新船に乘せる所以である．

諸試聡は船が實際就航してから必要芯如き状態

で施行される-ことが肝要である．例へぱ救命艇の

降下試騒は一隻でもよいか5，船鰐が5度や10‘
度位傾斜しﾅﾆ妖態でやってみﾅﾆら船員にも造船表
にも参考となる虎大なるものがあろう．回韓停止

試験などはこの頃省略して居る俵だが〃公試運韓
に出た時を利用して特に必要な部分丈でもや‘る擬

・にしたい.ものである．･船長にとっても士官にとっ

ても仲為得難い資料↑ごからである．

◇最近は船も小型になつﾅﾆ關係上継装員の着任は

遅れ引渡し間近となることが多いので，重要な仕
事が全部造船所丈でやる様になる．これが爲維員
の經験を利用する機會を逸するわけだから，造船

所は就航後の成績を充分調査して次船に應用す為
様考慮していただき度い・我國の現状では低速小

型船で緒一杯の能率をあげるよウ外海運業の發展
は望み得ない．それには船員と造船家と一鵠とな

って研究することが極めて重要となって來噌.所
詮海運と造船とは盛衰を共にしなければならない

のであるから吾糞はもつと接近して同一目的に向
って協力すべきである．從來船員にも篤學の士が
多数あつ↑こがあまり外部に發表されて居らぬ．よ

い船を造鳥には何んといっても使ふ人の意見が尊
重されなければならない。吾荏船員は經輪を遠慮
なく糊告家に提供する襟にしなければならない．

本誌の造船界に果す役目も其虚にあると恩ふの

で敢て貴重な紙面を借用しｵﾆ次第である．（船舶
邇螢會海務課長）
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1洲，中國，マレー等の鍍石及び石炭の入手が出來
叉印度銑や重油等の輸入が可能であった爲であ
る．國内の鐡鑛石は埋藏量が少い上に品質も劣り

緒言

かつては世界の各海洋にその偉容を誇つﾅﾆわが
船舶界も敗戦後はその保有量120萬噸程度に過ぎ
や，しかも大部分が戦時型である爲遠洋航海が困
難であb且つ短命の職が心配されてゐる・最近外
國との貿易が漸く活溌となb,海運の重要性が再
認識され，船舶の不足は痛切に感ぜられるに至っ
た．輸入物費の慨格の大半が船舶料金であると思
へぱ將來海外貿易は自國船によらねばならぬこと
は論を待薩ないところである・

賠償問題も最後的決定を見ないが，新聞紙上な
どで報ぜられﾅﾆ虚を總合すれば造船設備の撤去も
著しく緩和さ奴るように思はれるが將來の船舶保
有量は戦前に比し縮少され，造船設備の一部は撤
去されることは礎悟せねばならぬ-．われわれはこ
れに對し，残さjiた造船能力で制限内の優秀船を
造り量の不足を質で償ふことを念願すべきである
と思はれる．

船と鐡

造船工業は製織工業と密接な關係があb,鋼繊
維の總重量の約70%は鐵鋼費材で作られる程で
ある．從って識店能力は製鐡業の能力によって左
右されるともいへる．然らばわが國の製織界の現
妖と將來はどうであらうか.･銑鐡200萬噸'銅塊
3,500萬噸,鋼材2,650萬噸は一應今までに公表
された噸:國へ許されると懲想される鐡鋼生産の
枠である．然るにわが園の鐵鍼石↑こるや年産’00
萬噸も困難で銑鐵200寓噸達成の原料としては程
遠い．結局日本の製鐡業は外國より原料の輸入が
なければ全く稠ウ歩きが出来ぬ状態である．戦時
中450寓噸程度の鋼材の生産を維持出來ﾅﾐのは猟

叉石炭重油等の燃料も不足してをり徒らに鐵鋼生
産復興を蕊を大にして叫んで,も結論は原料の外國・
よりの輸入に-まつよb方策のない現状であ為．
．－方鋼材を製造す’るには天量の屑鐵が必要であ‐③

る．戦箏開始前には屑鐡を國外より200萬噸も輸
入してゐﾅﾆ．現在は戦後の屑鐵をかき集め作業を
行ってゐるが殆ど100%屑鐡を必要とする電氣
､腫，60～70％の屑鐡を必要とする平憾操業では．
砿石の輸入によって銑鐵が増産され↑こからといっ
て直ちに鋼材の増産を罪にす課ではない．遠から
ず鋼材製造にば屑鐵不足が問題となるであち．う．
このよ.うにわが國の製鐵界の復興には設備の修

／

､b

復整備は勿論であるが外國よりの原彩蝋入の如何
に係ってゐるといっても過言でない．従ってわが
造船界の盛衰も鐵鋼原料の輸入によb左右される
といわざるを得ない．船を造るには先づ鐡を造れ
である．

終戦後の造船用鋼材

絡職後甚夫な船腹の亡失の傷手をうけて立ち上
つれ造船界のもっとも困難を感じたものの一つは、1
鋼材の入手難であったと思はれる．製織界が漸く
虚脱の｝{k態より抜け生産がやシ墹加しだしｵﾆのは
昭和21年下半期であウその生産量も微却こるも
ので優良な船舶用鋼材を製造する迄の能力は早急
に回復されなかった.樅って遥船業者は矧棚の修
理及新造にその在庫の鋼材をあてﾅﾆがこれも底を
つき最後には鋼板入手の爲造船所の屑鐵を電戴域
製鋼業者に提供し鋼塊を作b今更にこｵLを鋼板唾
延工場に迭ｳ所定の鋼板を作製する方法を識じ

I

、
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遥船技術背はこの三種類の規格を心得ておく必要

がある．紙数の關係でこの三規格の鋼材の引張り

遥さのみを表で比較すると第1表の通りである．

第1表日本金風規桁，ロイド規桁及び米劉総

舶局規則による2，3の鋼材の引張強さ
の比較

た．叉手持品の厚板を再唾延し所定の寸法の板と

して鋼板の不足を補った．然しこれ等の方法で作

られﾅﾆ鋼材は鋼質が一定せず規絡(ざ合桁するもの

・は少かつブニと云はれてゐる．戦争末期には鐵を船

とし､ぶかけ鑿で質より量を菫観して造られた鋼材

中には品質不良のものも多か色つﾅﾆに逢いない．従

って在庫品，再唾延材，電氣鰹鋼材を主鵠として

造船にあ↑こつこ21年22年度は造船の技術面に

も多大の困難が伴ったものと思はれる．趨治剛鋼

材としては極界的に有名なロイド規格等によって
嚴重な稔査をうけるのが通例であるが経戦後の鋼

材不足は規格ば先づおいてその入手に奔走した結

果不遥當な鋼材を使用しﾅﾆ虞れば多分にある．

最近は製鐵界も栢営復興し本年の普通鋼材の生

産目標は即萬噸と目さ砿七ゐる．しかしこの量
は昭和12,13年度の産額に比すると僅か25％程

度に渦ぎない．然し造船月j鋼材も日鐡八幡を中心

に有力メーカーによって墾鑑が次第に活溌になつ
1･

てゐる．生産絶對遼の少いことは趨浩用鋼材の全

需要を滿たすには程遠いと思はれるが，これも現

、在の製鐵界としては如何ともし難くその質の向上

，に努力すべき時期と恩はれる。

〆
グ

種
類
鋼
材
J.ES(23,6決定）釦ｲ職
種別｜寵騨駕礁

’
1

1
米鬮溌舶
局規則

.‘引張り
弧さ
lkg/mmg’
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SV34134～41
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造船用鋼材の規格

船艘ば航海中に風浪のため相當の動揺と振動を
うけるので織遥に使用する鋼材は弧籾なるこどを

要し規柊に合梼しﾅﾆものを使用しなければならな

い5造船用唾延鋼材の日本標準規格の制定されfこ

の●は大正14年であるがその後樵造用鋼材（橋梁’
建築等)及び鐡遣車輌用鋼材等の規格を包含され
≦一般構造用座延鋼材なる名稚で一つの規格に統一
され使用されてゐた．而して最近從來使用してゐ
た臨時日本標準規格はその内容を再審議して順次
日本金風規格に移行しつ蚤あるが，寺般榊造用唾
延鋼材及びその他の造船用鋼材を含む規格も23‐
年6月に改正されるに至っﾃﾆ･)

造船用鋼材に對してはロイド規格が大きな力を
占めてをウ搬皆材に對しては単に日本金属規格の

※未調査

從來のJESにはSSOO,引張り懸さ34～50

kginm3の雛遥剛鋼材の規格があb，造船に相當

使用され↑こが今般これが腰止されﾆ．從って今後

はSS41が捲船用の主要材料となるのでロイド，

AB規格にほざ近いものとなった．

次に成分規格を見るとJESの一般繊造用唾延

鋼材のP,Sはそれぞ価,0.06以下であるがAB

規格ではPは0．04以下,SI40.05以下で品質

がや鴬優る，然し成分は製鋼の原料如何によるも

ので將來良質原料の入手が出來れぱ全般的にこの
垂

域に達し得るものと恩はれる．

１
１

●

適用のみでは濟蛍されぬ場合が多い．叉最近米國 造船用鋼材として研究すべき問題

の船舶の修理或は輪III船舶に對してば米図船舶局商船に使ﾉﾛされてる鋼材は一般に軟鋼に陽する
規則(AB規格と暇孵す）が適用される．從ってが海軍艦艇ではDucol鋼が使用され又猫乙潜水
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に對し皐振及び海軍で研究しﾅﾆ結果次の成分が適
當との結論に達してゐる．

然しこの雨鋼種とも費用に供されずに絡つﾅﾆ・

我舞は丘の笈験結果を元として將來これを賞用化
すべ〈研究し鋼材の節減を計るべきであらう．

、毎

結 言
、

各種鋼付の生産が割當で制限をうけてゐる現
在,鋤棚鋼材はその質的向上を計るのが製鋼業
者の責務であるが將來高張力鋼を使用し船舶の鋼
材の節減を行ひ叉船腿の耐久力の増加を計ること
が船及び鐵を作る技術者の共同研究の目標とすべ
きであらう。（日本鋼管川崎製鐵繩所長）

艦は100%St52(引張弧号52kg/mm2以上)鋼
が使用され↑二ときく．動ような幡澗鋼を使用す
ることは船の弧度を琳加すると共に使用する鋼材．

ノ

を節約独來る．その節約量は15％以_といはれ

る．然し高張力鋼は加工性，熔接性がやご困難で

ある爲一般には餘b使用されてどらない．然し鐡

賓源の貧弱なわが國では鋼材の節約，船鵲の腿度

増加の爲にこの方面の研究に力を傾注すべきと恩

はれる．

船磯職造川鍋として如何なる高張力鋼が適して

ゐるかは名園で量れぞれの研究があるが何れも引
張り掻さ55kg/mm圏以上,大量生産可能,加工

性，熔接性の良拝なること，耐蝕性がよく，便格

’
ざ

安いこと等が目標とされてゐる．この種の鋼材の
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第2號（12月號）内容（6頁ヨリ）
錨柄の膿に密着するので，有っても無いのと同じ

船の魅力………･………･…………和辻春樹〈，錨鎖の絡むこ.とがない.､錨といへぱ錨柄と錨

篭圭震憲二灘關尭二噸莫薑襄雪鱒篤購購謹霧蓋購蝋
驫鶴壼轌湾|壹榊喧鯏奎某慧壹“翼し…曇ところが,岡のや雄侭瞳で錨が落ちれば卜片
・雲寧鴎職冤鴛薫罵鴛総繊,言鑿牒藤耀澱鳶職臓蚕。
船室照明の今昔.…".……‘…･･…･･山高五郎仕懸けが爪の婆に取付け↑含簡潔な突起である．最
船の保険.……………………….‘…山田族三悪のﾅ伏態で海底に機はっ↑二錨は船によってひきつ

づ●＝

．瀞進器の鳴晋と其の防止方法.….､鬼頭史城られらが，錨爪の裏にある突出してゐる鈎もひ苔
つられて,海底の土砂の抵抗を受げて御されるこ．_ー====－－－＄◆●一一一

藝術罵眞募集とになb,錨腕の下部は次餡に開き，上部が閉ぢ
主題…船”とを主題としﾅﾆ藝術的作品のことることになる．この巧みな機織の秘密ば爪の裏の
大きさ…キャビネ叉は八つ切大（密着焼添｛､l･)僅かの突起である．こんな簡単で威大な働きをす
締切日..十一月末日，當協會猫全付のこと．る技術がある，ささやかな突起一一・（明治工専）

I

優秀作品入選者には賞1冊を，進呈し，作品は本紙表・

紙に逐次捌侮致します．藩っ工鵬蕊下さい・

一占鍾i3--

一

ｉ
ｆ
』

1

ｰ

｜

L_ 一画

振
琉
※
砲ｔＳ通

領
海
、
洞



学
一 一 一一

1
一

夕

、

1

｡

つ
＝上

.／
凸

ケ

ー

＝

１
一

二‐ﾀ

－紺の科墨一

Ｉ沼岸航路貨物船の設計について

彰套.赤津誠章

船尾椣前端にデリツクポスト趣配置

するので，船橘からの見透しを妨げ

ぬ雛注意を要する．

船尾機闘型の炊鮎は，空給時と滿

載時，出港時と入漉時に於けるトリ

ムの愛化の激しいことがあげられ

る．ノl､型鋸の航洋性の鴎から滿載M犬

態の船首l､リムは絶對に謎〈くさで

あるが同時に空鱒状態でも船首吃水
が十分なければ鯉乳圃雄となる．此

相反する條件を滿足ぜし塗る爲に下

のニクの方法淀考へられる．、

（ィ〕滿戦出港時随に船尾トリム

となる如く浮心を前方におき，滿戦

消変状態で船首トリムとならぬ様ト

リムを補正出來る様船尾水賭を川意

すると共に,空鰭出港時十分3贈吃

水が取れる丈船尾水鎗を具える事．

（ロ）貨物の亜心を極力後方に持

來し滿載時と空鰭時のトリムの鍵化

の租對鐘を少〈せしめ，船首尾水賭
は之に應じたものを用意する事．

j

上記〔イ）では次の困難がある．

即ち乾舷の少い貨物船では水綴の形
状の傾向が其鮭上甲板下の船鮒形状
に影馨して，貨物雛重心は，浮心と

密接に闘係を保ちつつ前後に移動す

る．浮心を前方に移動すると，貨物

の重心も前方に移肋し,l､リムの矯

正に-1-分なまで持來す事は困難であ

る．又極端に浮心を前方に移すと

抵抗上悪影審を持ち，更に船尾形状
が痩せて機開室瓢磁が苦しくなりそ

の結果貨物脆が前方に押しやられ，

I､リム改良が鈴々 困難となる．その

紡果滿戦消獅吠態に於て船尾水鎗を

使っても矯正困難な船首トリムを生

じ易く，之が巧く解決川来ても空舳

時には反肋的に船尾トリムが大とな

り船首吃水達迩欝に深めるには船首

~

山、縣

のである．

2｡主要寸法及船型D/W
75()噸以上，機關はヂーゼルなら戦
漂F型雑用主捜，レシフ・ロならE型

船用主機として何れも完威乃至半成
のものを流用する必要上長さは50

米内外に制限されろ．第二次の計喪
では燃料難からすぺてレシフ･ロにな
、今

つたが，との鈴さえ解決がつけば・ヶみ〃
ヂーゼルの方が遙lご經濟的.となるこ
とは第1表に示す通りである．ヂー

ゼルの方が鋼材15％,排水巌10％
G/T100噸内外少〈．速力は1.0
節大となる．′

次にこの様な小型雛では容積の有

敷歳使用上から所調離尾催關型にな
るのであるが，こ'の場合，船橘を中

央に騒ぐか,賂尾に置くかが間慰で
ある．後者の場合空鎗時船尾トリム
が茜しく，船橋から前方見透しが悪

1.序纒戦後国内陸上轆逵の疲弊
を漁ひ軍I鑿の再建に壷する目的か

ら，海上橇送の擴充政策が探られ，

海迩總局雰は，昭和22年度に於て
小型貨物船15蕊，本年鹿には第二
次として10隻を計議し，一家はヂ

ーーゼル殻11隻レシフfロ4隻として

起工建造中である．之等は何れもE
・型紹と呼ばれ,D/W800噸内外

●

GIT500-600噸で，峨前鑑舘政義
、

協會の設計になる.F型とは主要寸法

は殆ど同亡であるが，細部は各造船

所並船主の別個の計謹になり，技術

上興味ある對稲である．從來沿岸小

型貨物飛の設計に銃ては，イギ.リス
ー

ゼは相常に論じられて衆だが，我図

では職前には殆ど問題とされなかっ

た．,筆者ほ本溌の設計を通じて此種

小型貨物謡に關する誕験の.一端を陳

べて諸彦の参考となれば幸とするも
〆

車

〆

、

‐ 詞
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f

N
●I少

’

いので船橋を高

める必要を生

じ，前者に比し

重心が高くな

る．見透しの角

度は船橋に立つ‘

て船首上端と結

蕊線が水平線に

對し賄角5度以

上を必要とす

る．又荷役，特

にローダー殺伽

を使用して石炭

を識込む場合を

義～ると，後者

が邪魔物が中央

部に無いから有

利であるが，そ

の利黙を生かす

爲船首襖後婦と

_F1
〃合

一

F 7＃

ニーノ
～

中部上甲板ヲ隆起セル船型

(船橋繕アル場合）
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中部上甲扱ヲ隆起セル船型
（船橋桜ナキ場合)．
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水総の容積を隣〈することになり職

局に於て貨物髄容稜の，減少を來し不

經濟な船となる．弦に於て〔ロ）の方

針を採用するのが必要となる．即ち

本質的に貨物鮪重心を可及的船磯中

央，浮心へ近づけ，之に依って瀧裁

並空総時のトリムの鍵化の相對垂を

減少せしめ，船首尾水翰を可及的狭

く計識するのである．・

3.中部上甲板の陰起せる船
籾上記（ロ〕の方針を礎現するに

は，中部上甲板を一・段隆起せしめる

のが良い。この船型は従来から沿岸

貨物雛に採用せられた低船尾棋船

〔レーズドクォーグー)の趣旨を採用

したものだが，低船尾椣紹そのもの

では無v､、この雛筆者が妓も基本設

計上蒋心した所で以下少しそ、相迩

に就て鏡朋を加へ度い、第1間はこ

の二船型を比較して示す．低船尾棋

船では低船尾襖甲板が船尾まで延長

され，その上に端艇，繋船装置，甲

板室が設けられる．錐者の船型は紺

'尾機關室部分では前部上甲板の延長

に船尾模が築かれるので，船尾模甲

板は追波に封し十分な乾舷を得ると

共に，甲板室を船尾淡内にとり入れ

て比絞的炭い床面積を得，重心の上

昇も競少限度に止められる．其他本
心、

船型の利蛎を列翠すれば下の如くで
ある．

ヘ

’）機開室内主洩の上方後方に無
､駄な除談が出來ない．

巳

2）中央船楴と船尾居住l霞との．交

通が安全と滋る．叉綾部荷役装極を
浸水から防ぐ･にも都合良い．

3）船尾襖姉端隔壁さえ常殺閉鎖

扉とすれば後端まで低船尾漢とせる

場合と乾舷計算上同等に取扱はれ，

平甲板に船首尾棋のみを有する船

型に比し200粍も乾舷減少となる．

換言すれば中部甲板のみ1．20米睦

起せしめれば，上甲板までの深さは

200粍減じ得，船殻鋼材璽遣はj徳加

しなv､ですむ．

斯溌に中部上甲板を隆起せ-しめ，・

槻開室を後方へ歴迫することによ

り，‐卜分な貨物鎗容積が適営なトリ

ム，不安のない横復原力を乗傭せる

船型を霞計する事が出來た．筆者の

設計せるKF-5に於てほ機開室

は他船に比し2～4肋骨心距を短縮

して船の長さの25％とし，貨物龍

容讃では少〈共50立方米即ち6％

を増加し，しかも鋼材並經荷重錘で

は簸も輕v､船型となり，淡硬原力Iと
於ても〔第2表）何れの場合もGM

500粍以上最大復原挺250粍以上，

限界角80－9()度を維持悶來る事と

なった．第2岡，擁3圖はその復原

ガ曲線である．

M

に二重底を震けるのは良.い事であ
〆〃÷

る．小型船では輕荷雌態の重心の絶

對値が高いので空鋤則荷状態でも重
心を低くしメタセンターの高さの減

少琵補ふのが好ましv､からである．

ぅ蝿酋部貨物錆の形を積易くし，船

底の騒度を十分にするにも迩鴬であ
』

る．併し張嘆上からは卑底だも-1筈分

な船の大ききであり，工作上二重底

にするとその高さは200粍以上高く

なり，瀧赦時璽心が上昇してメタセ
ンターが不足する．従って本質的に

p、

艦綴重心の低下な企圃せる場合に

は，単に脚荷の都合で二重底を全邇

する要は無v,.尤もﾚｼﾌ･ﾛでは,石
炭消饗による船首1､y､2，の．風向を補

ふ趣旨で養縦水脆を二

重底の比較的前方lと殻

４
１》

~

可
‐
ぞ
勺
‐
Ｉ

～

ム
望

司
利
制
ロ
ー
函
『
劃
国
‐
割
『
‐

置
定
置
０
‐
・
へ
．
が

－

迩溌で之以上に第2岡

機開室醜腫も困

る．潅船の如く

少ぃ舩型では_E

形吠から滿戦吃

朕が支齪され，

刑が眠る傾向と

なる．般賞乾舷

は4．0米位欲し

〈，所綱ノルfマ

ルシヤーでは糟

不足する．後部

は30米あれば

1
１

・第3岡

4．二重底設置の限度空澗伏
態Qトーウム調整用として船首水翰を

或樫産域とても其篠方，貨物総前部

，－－15－－

十分であらう．縦裁面談曲線は注意

を要する．船尾の機關を成可後芳に

おくため推力軸受墓，主機蔓構造後

－
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端附近の肋骨線を特別に縦げる様工

夫するので後半の激減面談曲線は，

肩を落し稲糒1日I形にする．（第4団）

中央職競面係数は大きくI1I来ない．

しい、船首のマイヤ毫型は貨物重心

の上昇と船首水篭容積の減少蓬俘ひ

不適満である．、

6.一般艤装第5岡はヂーゼル
船，第6園はレシ

り船播より回韓をスピンドルで紹尾

の舵弧に僻へるのが確変で，桑に操

舵出來蓉ｽピﾝ､ルは傘歯車を利
塑

用し，後部龍口縫材に渦はせ細尾撰

通路天井を通して舵弧室に導く．テ

レグラフ線も之に準ずる．汽笛用曳

索は橋支索に沼うて煙突に導く．舵

内側侭張は職肋骨ウエプ両面にクリ

ップ.達熔接して掛外しの出郭蘂竪狼

とし，内容額を増すと共に撞讃の際

に､は場合により取外す様にする．総

じて小型紺では荷役數命繋懸通風探

光等諸装置を狭v､甲板上に配列する

事が苦心の多v､所で，之等の翻和は

計謎の進捗に伴ひシ』船繼祷造或は塞

本計識に迄影響を及す例がさ､p十分
穣討を要する，全綴鯰に亜心を下げ
る事が各駅態の縦復原力lご對し嬢重

要な款果を及す事がある・

7.構造の特徴中部上甲板の嘩
起により，階段肢の不辿綬を生じ縦
謹力上注意を要する・2肋骨間雨甲
板より船側水平肘核を出して霊複せ
しめ倫溌口側繰材線上に鎗内に4肋

将心躍に及夢縦隔蕊献防総支壁を設
けた．階段部の喰迩ひによる曲げモ
ーメントをこの隔壁の剪断力で，持

たせる課で，車iご梁柱を設けたとす
ると船底にも曲げモーメンI､が及び

車底榊造に故障を起す倶ｵWがある．
第7閲はこの雨者の概念雌比較岡で

う．口船の概藩配置

を示す．特記の他

亀はヂーゼル，レシ

フ・ロ雨船型同様で

′ある．甲板間高さ

は倉庫に使用する

船換は1．80米居

住腫は2．0－シ2.10’

ー

－－－型

蝉ノz罫峰・亜β燕~‐a夢原艮

．、第4岡

船底勾配及轡曲部半径がある程凌大

きくなるからである．恥底紹では

'～2度傾くとピルヂが片舷により中

央のピルヂ吸引管がきかなくなるの

壱この爲には船底勾配は200～･300

粍欲しいが，肋板の船側に於ける深

.さを十分にとるため150～200粍と

する．ピルヂが多愛に残ると自由表

面に依る重心上昇が,300.粍に霊し危

険である．嘩曲部半裡は1．0米位欲‘

米が標準で，重心を下げるため低v、

方がよい．中央船糒型では噸央部に

船長室甲板士官室及公室を，船撰内

に磯關士官室甲機風員室厨室及浴室

を設ける．館口は前俊同大とし蓋板

の互換性に便とする．その高さは前

部は安全の篤規定より高く’～'･2米
後部は規定通りとする．舷簡の放水
口は，前部上甲板では船橋換側に密

に配磁し，波の打込を減じ，排水を
良好にする．館口は右炭を主とする

ものはセルフトリミングに謀る空所
蓬減ずる爲稲を披げると共に，トリ

ミング龍口達要所に配して荷繰人夫
､出入に便とする．デリツクプームは
前後より向含め剛澄が見透しと精配

置上より好ましい．ブームの長さば

舶口の對角灘に略等し〈なるが，船
磁に比し長すぎる傾向となり，振出

は鞘困難であり，又輕荷状態では甑

傾斜笹しく危険を粋ふから注意がv、

る．荷愈は3趣，アウトリーチ3．0

米壷設計した．乗員20名〔ヂーゼ

ル)，26名（レシプロ〕を收容する

救命艇2盤端渉1隻を船尾擬甲板に
剛股するのは中燕困雌で，レシフ・ロ

船で端舟を數命艇上にのせたことも

ある．船尾椣居住唾は中部上甲板よ

り半荷の階段で昇降するが通風i己ほ

将に意を注ぎ，通路画採光も忘れて

ならぬことでおる．操舵は人力によ

－一一17－
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木 田富識
〆

「君，現在日本に紺がどれ位ある

か｣，と突然零れられた時，直ちに

「何隻」とか「何砿ある」と答へ得

／ろ尺が何人あるだろうか．大抵の人

・が「サア」と返答に窮して経るのが

開の山壱あろう．千古斧誠を加へな

ヤ､深山で霞を食って生きて居る仙人

・ならv､ざ知らず，嘗ては無敵海軍園

の悪夢腱かられ或は七洋制覇の商総

画と自惚れた時とは既に生れかわつ亀

た日本画民ではあっても，現在函民

“は鈴ﾛに日常生活に追われて,'船に
閾する知繊など一部の人を除いては
一絡無に等しい妖態であると云ふのは

虞に蓮惚である．今や鯉劉再建の方

途は生産を増睡して喚の文化画家た
ノ，

らし‘めろ他に無いと云われている

が，それには先づ世界衰易に参加す
る窪が必須の條件である事は今更言

ふ迄もない．この秋に営り外画より

輸出船の引合ひがあD,又外國船の

全面的な修理工燕をも許されると云

ふ率は非常なる朗報であると共に,‐
、

国民が紺に對する關心を峡〈と去ふぐ

頚は船を造る,者の立場から愛に塞心

に堪へなv､庭である。
／

我燕の三菱淡淡造船所は古v､歴史'、

を有し或は新遥船に修理工事に幾多

の輝しぃ業繊を残して来た．とりわ

け昭和3,4年頭は皮肉にも不況の娯

只中であって賊首と低賃金に脅かさ

れ乍も鎌倉丸「護名秩父丸」の様な

識華船を建遥し，披いて氷川丸，商

‘趣黛幾錨，ダンカー錦の趣造が行わ

、

れ，之等船舶には優秀な捷術と血の持ち播來は稲導的な地位に就く人で

出る様な苦心と努力が注がれたの壱あるからそれ棚俄の疫技も修得して

ある．併し帯働者力鋤つた並生なら居なければならない．従そ學校出身、

ぬ苦心も識局国民全篭の幸祇を招来者も五年なり十年なり土員と伍して
せず一部の誤まれる指導者達に利用一油と汗にまみれて，認はぱ下から叩

きれ進水式に於ける平和の蝉も途にき上げてこそ立汲な技師となり指導
はいまわしい戦季の前兆となって，‘者とな,り得るのではあ.るまいか．か

氷川丸を残して婚んどが大卒洋の海くbてこ毛織紳的にも技術的にも海
底深く藻屑と消え去っLたQ併し蒲果然融合した技術阿iを榊成する率が出
ば兎に角世界水準に近い船を建造し來’漢に立娠な船が出來ろと確信す
たのは箕に我狩努働者であるとの自る．上に述べた率は或造船所の一部
負は今でも誇って摺る．にのみ言v､得る問題かも･知らぬが一
今後我,々 は各種の制約の許に船を凄の似値はあると思ふ・
遥るのであるか週ら,よ’高度の技術一方織って我狩の現在を省るとき
を生かし優秀なそし』て平和のシンポ般近の組合運動ほインフレの波に押
ルとなり日本と世界人類を締募模とされてか一般肚會に恰も賃上げ機開

なる船をわれわれは楽しく働き乍らの感を泡かし必て居るのではないか

造り閃さねばならなv､．しかし過去と恩はれる，しかし乍ら我々:として

の船は種埼の黙で態だ封建的な，絵は,農生産復鎮は「我等の手で」の易

ﾛにも階級的な設計が行はれていローガンを単なるお題目に経らせる

た。一等総室の豪華さに比ぺ三等船事無く組合運動の一部門として技術

室のつ妙こ礎主義の設託これからの向上に努力すると同時に,向上し

先は「一等船客以外立入禁止」と言た技術を詣互に公開し相互に刺戦し

ふ様な封建的構造を一掃して乗客の合って勇躍し･てこそ造船燕業の發謹

誰もが難しい族の出來る船を迭込糠があるのであり，之がひいては災令
、

に船主側も･我含も相共に努力せねば勢働者の地位を向上せしめるものと（

ならぬと思ふ． 確信する．

§一般牡含人の聡に對する關心を希

ｌ

ｌ

Ｆ
ｂ
Ｊ
ｈ

ｌ

“

等
４

ゴ
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１
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Ｉ
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１
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造船所の中で&學校を出て寅地にふと同時に造船努側者諦君の技術向

耀験のない人が入祇早々技師の屑響上に一厨努力されん事を切望する次

で努働者に臨むため其虚に少なから第である．ここに「船の科學」の創

ぬ感備上の馳蹄があって作業上面白刊を脱して所感の一端遊披歴し今後

からい結果を招いていた燕も否めなの舗池を誓ふちのである．

い，學佼悶身者はそれ頗燃の學識を（全船三菱職演造船支部畳）
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海陸空各輸送機關の優劣について‐’
『

令 敏米原ダ

ー

一I

貨物を輪塗する機關として海上では傳馬船,食物船，異つﾅﾆ総長を持ってゐて,その長所を生かす穰に
陸上では荷車,リヤカーを初め食物自動車'､貨物列車､夫を§g利用すればよいのですが，何れも貨物とい

等雛冬の&のが存在します．又海陸詮問はず飛行機にふ一つの重量物をA鮎からB鮎へ聯会する機關な

依る黄物の職送も現在盛に行はれて居ります．之等に．のですか_ら全部に共通しﾅこ性質がある筈です．そ

は夫寿T~-長一短があって一概にその優劣を論ずる事がe｡の共通鮎に比較對照の焦鮎を合はして各機關の中
出來ないのは勿論でありますが，その中で動力を持つ でどれが一番貨物輪逢機調として優れて居るかを．
て居る船，貨物自動車，貨物列車，飛行機の四つにつ

いては夫々その走行方法が異るだけで動力機關はお瓦判定し-乙見ﾅごいと思ひます．
そもそも或る貨物を動かす時には抵抗が働きま

に顛似して居るのですから何らかの形で優劣を比較す‐・
すから堵の抵抗と等しい牽引力がその物を引張つ・

ろ事が閃來るのではないかと考へて見ました．
てやらなければなbぎせん．今その牽引力をTト

1．各種輸送機關の特長 ンとし貨物の重さをCトンとする時制じCの値に

先づ陸上輪逢機開として貨物自動車は日本にあ對して最も聖い牽引力Tトンで動かす事が出來れ
る普通のものは4砿乃至5遡請程度ですから~藍ばその輪逢機調は力學的な見地から考へて最も犀
の輪途能力は僅かなものですが,鮒斗の綾〈限ウノ.擦力の少い輸逢擢淵となる讓ですも即ちT/Cの
道路のある所ならば何虎へでも行けるといふ利鮎値力;小さい穂諭送磯關としﾐて優れて居る事になり
があり一方貨物列車は一時に澤山の貨物を輪逢出ます．

來ますがその爲には鐵路やそれに附属しﾅﾆ様だの又上記の牽引力Tトンを出す爲に動力が必要で・
施設を必要とし､ますから地域的な制限を受け,る事．すがその動力が出來ろだけ効率の良い事参して輕
は止むを得ません．次に貨物船は勿論海上河川の〈て容積の少ぃ事等が必要でせう。勿論動力及び
輪逢機關といふ特長がある課ですがその上更に一貨物湾鰄備及びそれ等を動かすに必要な鮴斗人
時に貨物列車より遥かに多量の貨物量を輔篭拙來．員物品等全罷の重量が荷物の重黙に比し出来るだ
ますし叉貨物列車や貨物自動車には大き過ぎる様け少い事が必要でありまぜう・ ～

な貨物を樂奏と輸送する事が出來る課です．然し．之等の鮎を綜合すれば，或る荷物をA黙よbB
貨物自動車や貨物列車は速力が早いので時を錘ふ難に輸逢する時貨物'ﾎﾝを距離]km職逢する
様な場合は船はとっても之等の陸上輪逢機闘には．爲に必要な燃料が最も少い輪途機關が貨物輸逢能
勝てきせん．しかも之等の陸上輪逢機開と雌も速力媛良の輪逢機開と申す事が出來る課です．（輸
力の鮎ではとても飛行機には勝てませんが飛行機途磯關の製造斐，維持識，上記燃料以外の運行費
に載せ得る荷物は容穣や重壁を極度に制限されま等も考へねばならないのですが此虚では主として
ずのでその鮎で一般性は非常に少い課です．エ畢的な面で比較してみ龍いと思ひますので省略

し畠す）

2.ぐ各種輸撞機關に共通な黙、‘
3．各種輸遥機關の比較

以上の様に海陸筌各輪逢機開は貨物輸還噸し
地理的條件,蓮度,貨物の大きさと重さ等お互に そこで早速此等の機開の比較を行って第--位を
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‐第1表主要・目
一
一④

－

雷
》
名
・
華

|I
■

■

Ｕ

■

■

■

■

■

■

■

■

巳

■

■

■

０

．

９

日

■

■

■

■

■

■

９

日

０

１

１

１

１

船 一｜汽率
2TL|妙義釧民洋丸|懐子丸ID52

ｌ
‐

､●

自勅一車

5トントラック

’飛行
一

ダグラス ４

機
ＣＤ

戸

｜’，ﾌ"･ヂーゼル|顔一ピントター巴ン ヂー，ゼル｜ガソリン護動機レシフ・ロ

レンツ

8型×1

ル

鵬ｿ撒21爾鞭脹複|姦絲縦
’

主機の名×数|甲50遡×'‘ｲﾝバﾙ桑I複汽篇×1
ライトサイクロ
ン1×4

ガソリン

1000×4

．378

綱|諸淡|石炭|軍、減|石 炭燃料｜重
定洛馬力1

愈 油
一

4800×21（総’50
’

q

1100

(9.5)
18

4500

(13）
24 |器二 <16.8）

31 ’401‘､40″

、〈定絡馬カミダーピンはSHP3内燃根關ほ.BHPDレシフ・ロはIHP).

へられます．之に對して箕物自動車は59％,汽車
iは.46％,飛行機は最高20％程度しか搭栽する事

；が出來ない現状にあります．（1､ラック及び汽車

』．は牽引力に制限がありますから勾配の急な道の場

寸合は搭載量も制限される課です．第2表は普通の

〕鐡路叉は遁路に對する常用平均の値を示1ﾝてあb
jます）

，（2）進行に件ふ摩擦力の比率

一

決定したいと思ひます．

先ず船を代表として油焚罐を具へナニクーピン船

タンカ.-2TL,石炭焚罐を具へ↑ごタービン貨物船

妙義丸，石炭焚罐を具へﾅﾆﾚｼﾌﾞ戸貨物船民洋丸

（最近完成）及びM:A.N,搭載のヂーゼル貨物船
笹子丸の四隻を選び,貨聯陣として機淵車Df2
(貨車ワム55墓を牽引する時)を選び，貨物自動

車として5トン積ヂーゼル1､ラックを選び，そ'れ

等の試嶮成績を基にして貨物輸送機鰯としての優
劣をいろいろの角度から比較稔討をして見↑こいと
思ひます｡尚飛行機としてはダグラス輸逢機D℃4
を例にとって見ましﾆ.(詳細は第1表の通りです）

（1）堂物搭載能力の上鮫
各輪逢擢鯛の貨物搭載重量と貨物滿載時の全篭
重量との比をとると第2表の雛になります．（飛
行機の場合は燃料を減らしてその代りに貨物を出
來るだけ澤山積んだ場合をとってあります）表か

らよく判る様に船は全鐙重量の中60～75％が貨
物の重量です．四種の船の中2TLは油槽船です．

第2表貨物搭載比率

Cトンの貨物を獄んだ全重量W1､シの輸送機關

が進行する時必要な牽引力T(kg)をWで割つﾅﾆ

値T/Wは言はば輸逢機關の摩擦係数の椴なもの
でありTをCで割つﾅﾆ価T/Cは貨物輪逸に重鮎

を置いた場合の輪逢係数とも孵す可きものですが

之等の値を第3表に示しました．此虎で注意しな

ければならない事は船及び飛行機の場合には此の

・第3表摩擦力の比率

.’

l2TL|妙義丸|蝿洋丸|笹子丸lD521錫|￥
’一一

｜
郵
一
班
一

牽引力
T(kg）

刀W
(kg/to､）

(縦､）'2.113.8613.315.7110142156＄
、|画面い認|鴎洋丸|笹子丸lD521錫|割 値は速度と共に顯著に増加していきますが列車及

び自動車の場合には速度の愛化による聡加は非常

に少いといふ事です.従って汽車又は自動車がも

し船と同じ速度で走つﾅﾆとしてもT/Wの値はあ

まb塗りませんから船の方が低速では遥かに小さ

い牽引丸で同一重量の貨物を運搬洲来る課です．

又第3表の牽引力は夫及第1表にある速力で進行

中に對するものですがもし椎子丸を貨物列車又は

〃

０
０｜
轆
一
妬

２７
Ｊ
５１
１
１

恥
一
鋼
一

5

8.5’

割、’
14，鋤’

割69
I

C/w(%〕’75一

ので搭誠比率が一番多く，笹子丸は絹糸の姻般船い蕊

ですので特に少いのですが他の二隻は普通の貨物叉弗

船でその搭戦比率〔6～69％が貨物船の標準と老中に

、二一一20－－－
I

一一ー竺〆＝も等一一＝全一

33,000122,00019,s045‘,00ﾘ5,4‘O'210
－

251.57 2．54 2.2 3.22心4．5

貨物重鐘
C（トン〕

'3,0009,480｜
’

4
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ます．もし汽車に4746Kcal/kgといふ船と同じ

石炭を使ったならば上記所要石炭量は少くとも2

倍となるでせﾗー から”なると汽車は同一重量荷
物を同一距離運ぶ石炭焚の船の5倍以上の石炭を

必要とする事になります．、

重油の消費を同じ方法で比較してみても.自動車

は船の6倍以上の燃料を必要とする事が判りま

す．航空機のカソリ.ンの必要重量は貨物1ton-kin

當ウで比較すれば資に船の重油の100倍となるの

です．

第4表燃料淌我率

トラックと同速力40km/hで定らせﾅﾆとすると

T/Wは6.5となり汽車よウ僅か多くなりますが

トラックよりはずっと少ぃ摩擦比ですむことにな

ウます．T/Cで比べると速力40km/hの時笠

子丸噂汽車と大罷同じになbます･從って船とい
ふ水上を航行すら形で貨物を輪逢するのｶﾒ一番牽

誘

引力が少〈.てすむ事になbます．飛行機について

の値が大きいのは明らかに速力が大きし､からなの

|：ですが一方飛行撫船と同じ程度の低速力で航行
する事は出來ませんから此の値の大きいのは飛行

機の本質的な特長と老へるより他あbません．

協巌中の他は船の場合は海上平隠の場合，汽車
0

の場合は鐡路勾配殆ど無い場合，自動車の場合は

比較的整備され↑二良い水平道路についての値です
が，‐もし海上が荒天の時は必要な牽引力Tは同じ

・連）jに對して表中の値の最大1．3倍位になるのに

對し，汽車，自動車は勾配によって顯著な牽引力
端加を必要_とします．例へぱ10%にか鴬るとト
ラックは5倍，貨物列車は約3倍になウます．

β・

（何れも蛮絞）

此の様に牽引力は航路の天候叉は路面の状態に
P拝

．依って鋤こしますがそわ場合でも船の方が影響は
少〈てすむ様に恩はれます．

（3）魅_避塑典堂
燃料消喪についての比較を第4表に掲げておき

、

まし↑ﾆ．’馬力’時間當bの燃料消斐量は石炭の
場合，船は1～0,536kgであるのに對して汽車は
1.6kgを必要とし朧効率は船80%に對して汽車
、は55％程度で船が遥かに優れて居bます・重油
の場合はM.A.N・のヂ言ゼルを装備しﾆ笹子丸が
・0.173kgに對し貨物自動車は､､31kgで識かに多
く油焚雛を持つナニクービン船2TLの場合は自動
車より多く0.452kg.となって居ますがそれ等燃
料の消饗量馨食物11－ンを1km購潅するに要す
る量で比較すると非常に大きな差が出て來ます・

igljち第4表で石炭窓比較しますと民洋丸は0.017
kgあ伽ぱ足りるのに對し汽車の場合は0.044kg
を必要とします．しかも民洋丸は發熱量474HKcal
/kgといふ低質炭を使用して居るのに對して汽車
の場合には6000Kcal/k宮といふ石炭を使っでゐ

1

燃料民洋’5トンダグラ
消我充|笹子丸D52ﾄ芝ﾂrDC
2TL妙義丸

ク

剛PIh"…‘|』‘|M3』…i‘2”
石淡’言
kg／－．01188017－．044－一・
ton-km

kg/・0054--.005651-.036456
油

to､言k、．｜

鶉｜
聯km4a592

繍蓬90“7790

尚貨物1tonを1km.輪逢するに必要な燃料．

の含有する熱量で比較すれば船は50～100程度で

すが汽車2“，トラック364，飛行機に至っては

6160と-いふ賀に大きな値となる鐸です。

4．結論

以上比較棯討致しましﾅﾆ結果，貨物b輸送磯開
として速力の黙では船は陸室の輸逢腱關に及ばな

いのですがその他の黙では船が如何に他の輸逢換

關よりまさって居るかがはっきりと定量的にお判
りに江つ飛事と凪ひます．寅に船の貨物輪造磯淵
～としての本質的な優越性を今更の橡に驚き且敬服
、せすには居れません．

目下石炭の蛎産が叫ばれ画家の一大政策として
峨炭及び逢炭が眞劒に討議されて居ります際に，
燃料節約と言ふ消極的な意味からも叉輸送力狸化
といふ穂極的な意味からも大b､に送船業を盛にし
なければならないと老へます．（三菱職濱）‘

I

ノ
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、
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凸
巳凸且‘‘ ＝一 一け準・一 一元 一

､0054

48.5

■■■■■■■■■■

92

’00565
可

’

､0364

一色

.56

364



q 訂． 垂．

1弓
ザ

■五
画＆

〃

～
ー

－ 蝿の斜學一～

燃えて頑眠って居るのである．

戦後の喪綾としても全悶造船所中

簸大の変綾を宿し，即ち修繕無に開．

して･は,約2,000隻總噸蚊演に1,000

寓噸に及墓内外各種船舶の大ﾉ]､修緋

工事を渡施した・その内特認すべき

は，溌所始まって以來の大修維工事

たゑ米國油将艘「グランド･メツサ

識」の船底敢換工事を始め，米剛貨

物船「レインボー縦」の海難修復工

率,「アパッチェ雛」の改裟工那等々

枚畢にv､と主がない．文腫i内船に於

ても山東丸始め数多の修繕大工鞭を

焚施した．.これらの大工事で得た尊

い織職により技篭め向上も変に目覺
ましきものがある｡

又鯵戦後の新造錨も，職前本邦農
大船繊倉丸の建造技術を生かし，あ

らゆる困雌を克服して，45隻約4

"蔑噸の新進船を次盈と建造したので

ある．その内には迩輪省者函速絡批

車波船3隻（石狩丸，十勝丸，渡島

丸)，淡路丸，明石丸，こがれ丸,C

型溌〔民洋丸，東西丸）を含んでゐ

る．その間技術研究もたゆまず続け

漁船のブロック建造，ボール進水設

備等謹考案し，夫冬溌期以上の成功

を收必た．又修繕工事上等に米國關
係筋より蛍亜な数多の御教示を受

け,奪い経験を得た事勿論である“
修繕船ほ激演と云ふ地理的好嫌件

に恵まれ》内外船の受註相次ぎ手一

杯の工率をして居る殴盛さである．

新造鍬も千代耐丸（通信省海底噛線

戯設船),千繩丸（油卿細改装〕の大

工事あり，第三次貨物総も1笠受註

確責である．

また妓近職出船舶勉迭の引合もあ

り，之を機含に技購的にも一大飛躍
せんものと種為璽大な方策を研究中

・壱ある．今後共一層貿易，造撫雨面

llilllilllllllillllllllllllllllllllllllllllll1lⅢⅡⅡlⅢ1
凸

I
造船既だ主り

ノ播磨造船所′

三菱髄演造船所
r・_,．‐一一一

IIⅢⅢllllllllllilllllllllllllllllillllllllll1lllllllll1l

阪而申Jくり80.粁，岡山より60粁，

指呼の間に近くj再開を約束される
壁一 心■

・鍛都廣畑や港都飾磨を控へた地理的

・好條件に恵まれ，名勝家島群島を限

＝前に･みる風光明眉の地，相壁濯に炭
’

表15蔑坪の敷地を有し，時代に眼

鼬め，近代的総祁を解しつつも且日

本的家族主義の和やかな雲函氣に包
まれた従業員5,000を擁して，我が

‐．揺廟造雑研は40年の歴史と鼓新の

・技術を誇って，外函船，錐二次貨物
、

綴の.建造，輻撰する修繕総工率等に
屯儲

産業復興の意氣高らかに周園に鋲薔
ら、

をこだ室きて能率をあげてゐる．

・営所は船墓4，乾総渠を有し，年

′間建造能力50,000G.T.,修繕能力

460,000G.T.,を誇り，戦時中は昭

書・和18年69,030G.T､，昭和19年

13(lOOOG.T.,昭和20年58,000

G.T.を建造してゐる‘

松の浦分工場は職時中に潜設さ

れ，政E型を2日に1隻の割合で
ヂ’

160除笠を池水せし必，その驚異的

・記錐を全國に語はれた．

縫険後は鐡道連絡船,1,100T型

誠槽鐇，捕鯨船,漁舟潟其の他計40

畭英,14j500G.T､，を完成した．■

~

中でも鐡滋連滞船紫雲丸，眉山丸，

鷲羽丸は宇野，高松間に就航し，貨

車14楠，乗客.1,500名を收容し，

其の優秀な性能，優美な駿装と外槻

・は本土四璽連絡の使命を果すと共に

縦光淑戸内海に一役買ってゐる

魂在建謹中のものにはD型貨物船
2",B型食物賂1",F型貨物船

・1隻，ノルウェー捕鯨船等があり，

外に総出船として大型貨物鑑建造が

豫定され，造艦界注覗の的に成って

ゐる全熔接無は6月末進水し，艇縫

を急いでゐる．本継の建造には專門

家の手を頃L,騨造，熔接等に詳細

の裁赫が加へられ新機刺Iに對し完壁

を期してゐる．

ノルウェーの捕鯨船は職後初の外

函ゐ註丈総てあるので，設計，施工

共に非常に愼重に行はれ，戦時中の

荒霞した技術を一鶏に戦前の優秀な

技術に戻す意氣込で，全員張切って

工事を進めてゐる．殊に本継の趣造

を機に各部に技術研究會が生れ，毎

遁一回含合して各方面に茸る技術の

研究，特に戦時中の技術しか知らぬ

若手技術者に戦前の技術を敷育して

ゐるが,、相営に細v､黙まで突込んで

論議され，諸先輩の經騒と技術が除
す所なく博へられるので，毎回田席
者多数で大なる成果をあげてゐる・

備未材ｴ場で戦前より醤海軍の委
託を受けて研究，製造してゐる水中
軸受材カパパイターは樺を主材料と
し，之にステアリン酸を浸透させた
ものでリグナムパイターの代剛品と

して全国答遥船所で鰐尾管等に使用

され好評を得てゐる.(K.N・）

三菱横濱造船所だより

1

夕

I

』

維職直後全図造船所中溌も早く立
、

ち上っためは営所である．當時迭船
、・

所にかぎらず全産業が混迷の中に聯

郷し箕届たのであるが，来園占領機

側たる「WSA」「SCAJAP｣等

の指示により，趣ち早く揺り起とさ

れ使命を明示されたる営所は，その

指示に従v､使命の尊さと費任の重大

性を自豊し米國船舶の修理或は復員

謹船の改装整備に涙く・ましき努力を

なして来た．以來約7，000積の全従

業員は今日迄一回のスI､ライキもな

く，祁画復興は迩鋸．よ』との信念に

１
Ｊ

I

に課せらたた営所の安任をはたき

ものと日々 生産に卿んでゐる次節
ある,(H.I希）

ん
で

１
－
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鰹 鮪漁船の一輔換

高木、淳
“
。

』

（1）
●＝

鰹鮪漁業がどんな性格をもっているか，いろい

ろの見方があるが，農林統計による内地沖合遠洋
器、

漁業を見るとその傾向がわかる．この鋤斗は変数

に不足があるかもしれないが噸あﾅﾆbの漁謹高，

1人あにりの漁獲高に於いて有力な費料である．

噸數に對して乗組員数が大きい．小型3馳多い漁
凸、

船の中でも乘組員が多い．大きな船を用いてもそ

の割に人の数を減せず個人技園みを用いるので，

漁業の科學化(ﾐおくれをとっている．トロール漁
船がc/b=0807,底曳網漁船がC/b=0.33ど比べ
ても，能率的操作が行はれでお蝿い，1.入営b
＝の漁推高より見てもトロールの30~40t,底曳網
の9~10tよウも著しく低い.總噸数あﾅﾆbの漁
狸高は2～3t.として,1､ロールでは2～3t,底曵
網では3～5tと鞘近づいている．，
さて戦前どれだけ鰹鮪漁船があつ↑二か検討しよ
う．昭和13年2月，鰹軸遠洋漁船に閥する調査
書によれば,休業中のものもふくめて1144隻，
55,506噸（出漁中のものをしらぺると1009隻
49,821噸，22,185人より換算すると）24,716入｡，
上表の24,000人と近い．尚本訓査は總噸数10噸
以上の伽雛ついて行れ↑こので，戦前の箕力は
¥200隻55,000噸,24,000人，漁盤高150,000tと
推定される．

（2）

戦後，漁業全總は大きな打撃をうけて打しかれ

↑こが’就中この漁業の｡害は大きかつｱﾆ．優秀な

漁船と訓練された乘組員が多かつ↑こだけに，乗組

員と漁船の殆んどを失い，食糧危機の盤をきいて
h

も立上れなかつﾅﾆ．在來の漁業者は船と行動を共

にし↑ご遺族の救助に手一杯であったあい､だに，新

興漁業株式會祗がこの方面に手を出して，鰹鮪漁
船の建造が盛とぽり，その･中に在來の漁業者もお

くればせ乍ら参加して，許された漁厘間で戦前を

凌ぐ漁船が活躍することになった．昭和22年末

の漁船登録の統計によると次の如くなる．戦前と

比較する際に次の注意を要する．即ち許可漁業と

なると許可をうる↑こめごく短い期間從蕊していて

もその中に加つでくる．更に本漁業の許可は20

噸以上の漁船について行われるので，9噸蔓にて

不登簿船としﾅﾆ漁船が改造して20噸以上とした

ものが，100隻以上生じﾅどのである．然しこれだ

けの漁船力許さ奴た海厘に出漁しﾆわけである．

鰹釣漁業は個人技が多いだけに訓練を要する．､そ
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斐敷噸数馬、労1

I1641,242.88 4，306

12523,683，70 ，10，723
1273,221..859，218

1435，4斑.21．13，057

39931,388.7267，716

22632,635.08、60，638〃

4‐893.88 ､1,73L
131478,517.32167,389、’
-----‘__＝‐‐‐。’

b噸敷|･乗組員ld漁謹溺
－

d/I/

－

d/c

～－

c/b
一一一

」’’
碁

｢皐家~'百蕊数|b噸欧
’19301042．28，224

193288328,487

’193478733,691

1936104439，209

193889137，192

194080033，115
＝

d/c

2．04
、

2．08

2．71

2．98

407

4．82

d漁換商

59,370t

57，915＝

72，292

86，809

100,875

100,320

c/b

1．032

．978

．790

．745

．669

．629

d/b-

2．09

2．03

2．14

2．22

2．70

3．03

c乗組員

29,130

27，853

26，629

29，211

24，821

20，951 I
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一船の科學－

れには數年を要したものであるが，食糧危機を救

うため未熱乍らﾅﾆざちに漁場にで,麓不噴と建造さ
れ↑ご漁船の不適性から(全鰐として侭よい減,漁業
をやる大切なる黙に於いて生じﾅﾆ．即ち防熱工事
の不完全や船の重量が重すぎたﾅこめ乾舷の不足を

生.じ．たこともある）よい成績が上らなかった.･鯛
の活餌の入手難と更に漁況が近年になく珍らしく
鰹群がよく餌をくって，やせた活餌にはよbつか
ぬことが3年もつ晋いてきて，乗組員が多いだけ

に人件費も食米機の額も大きく､ひざき，鰹釣漁業
の經醤は危機にさら･されて&‘､る．機俄化によって

大試輔換されるとしても，特殊の技術者であき
だけに失業問題を生ずる．これの解決策を考えて
進めねばならぬ．

これ農で20年近くも鰹鮪漁業者に接し，その

漁船の設計，建造指導をやり乍らいつも塗らぬ漁
法に驚かされた．活餌を使わぬやb方でも見出せ

ると船はやウ易くなる．餌を使わぬ方法があれば

劃期的である．他の漁業では漁携作業は努働と老

えられるが，鰹竿釣では努働というより楽しみと

見られる面が蕊されている．鰹の餌のつきの悪い

ときと大群で來る場合も過去に於いてあつﾆので

2隻旋きの巾着網漁業がこ蚤ろみらｵﾛﾆが規漠が

小さく失敗をくりかえ･しﾗﾆのである．

63)-
イ．

この度アメリカ式鰹鮪漁業用木造巾着網漁船が

嫁漁船協會で設計され目下、伊勢大湊の西井造船所

で建造中である．アメリカ式巾着漁船の特徴は主

機關及操舵室を船の前半におき操舵室よりの覗界

を魔くし，主機關は直上にある操舵室と直接操縦

されるように℃て，操網作業を巧みに行わせるの

である．これは猫りこの漁船のみならす,獅縦に
急趣を要する鰹鮪漁船にも必要であり，鋪鯨船に

も望畠しいのである．大きな漁網の操作はすぐれ
、

た｡ウインチによって行われ，この場合では主機ぺ
.I

ル1､がけとなっている．

特にすぐれているのは100噸の木船でわづか

11人という.わが函では15人を要する．それ

でも100噸の鯉鯆漁綣で60人，鮪専門で25人
と比べると大きな差がある．

西井で建造中のものはL23.00><B6.35×D3,00m

一

L/B3.62L/D7.69B/D2.12,總噸数98噸主機

ヂーゼル250馬力.主擢が船首にあり，船尾に
ターンテーフ'ルがあって重い網がのっているから

その都度澆みが愛り，車軸覆の水密の鮎と共に，

船の縦弧度をますようにせねばならない．

これに先立って戦標貨物船を改造しﾅﾆ木造鰹巾

着網漁船がある．東京漁業の白百合丸がそれであ

って，宮城縣氣仙沼港を根擦として一ケ月，ふな

れな日本の海洋での訓練に変され最近では1日

50t,20t;10tと1日何回かの網で謹期的の漁

漉があげられている．白百合丸はアメリカよb引

あげた漁業着が中心となっておこなっているが，

荒海の太平洋岸での新漁法の習熟には日數を要す

ることであろう.L23.80×B6.30×D2.45m,L/B

3.78,L/D9.71,WD2.57となって總噸数97噸
ザや巴 ヂ

ヂーゼル250馬力を入れているが，元來機帆船の

改造の↑こめ速力に遺憾の黙があるようである．鰹

鮪竿釣漁業?行きつまりから，この種漁業へのi陣
換が考えられるが大量の失業者，その失業者が特
殊技術者であるだけに重大なる問題となる．

（4）

さて本家の米國ではどんな鯆巾蒲網漁船が肌、
られているか．近著のものによると“サンタ。ヘ

レナ'’は深さ275ﾉ周600尋の網を用いて32回
入れ350tの漁獲をあげているから1網平均11t

というところである．この漁船は長さ135ﾉー6〃の
卸雛で主機1050馬力エンターフ．ライズ。ヂーゼ

ル機關を据付け，冷凍機61/‘〃×61/4"30HPの
もの4壷を入れ，補機としては250HPヂーゼル

150KW發電機がついている．速力は試運輔300

R伽でi1｡5節,航海速力10,5J節という．総噸
數は約350噸であらう．

別に，小型のものを撰象と,L96ﾉ×B25ﾉ(DI*
明らかでない）主機525HPヂーゼル，補機105
HP75KW發電機にて5'ん"×5'/g"~<所要馬力
25)の冷凍賎3墓を動かす．わが園の鰹籟漁船と
比べて主機の馬力大きくウ特に冷凍機を難多く取
附けている黙が異っている．、

現在，漁船界に生れつ診ある過渡的のものであ
るだけに簡軍に紹介しﾅﾆ次第である．

（農林省水産臆）
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米國に於ける熔接船
宇

の損傷と其の對策
も

＝

川 島榮一

1．熔接船の損傷と對策

の沿革

今回の大戦が始まるや否や，
米國に於ては戦時急造船の膨一
大な迦造計謹力位てられ↑二・
そして1942年の1月から

1945年8月迄にLiberty型

貨物船，油槽船,､Victory型
貨物船等合計4600隻の大量
の船舶の建造が成しとげられ

ﾆのである．その偉業の蔭に

１
１

』'．
、

7二の~じの｡・て“．′・'手引二､"〆↓乞壼､ー

は，大量の船舶も短時日に完成するには熔接榊遥號,J.L.M.Curry號及び油槽船EssoManha-
を全面的にとb入れるべきであるとの方針を選んttan號が相次いで船艘が折I1,,あるものは沈没
だA.B・協會及び海事委員會の決断と，その賞施する等の事故がおこつ龍ので,事故の原因と對策
にあﾅﾆっての造船所側の積極的な努力と，さらに，とを徹底的に究明するために，1943年4月，新
計謹の進行と共に發生した不測の事故に對して官し〈海軍大臣によって｢鋼製熔接謡の設計と建造
民協力し-こﾉその解決に當つﾅﾆ米國造船界の功績と’法を調査する委員創が組織された．此の委員會は前回の委員鯉b大規摸のものである．その企
があ.ることを見落してはならない．．
~全熔接船の大量建造が漸<i肌道にのり始めﾅﾆ園する所も蠅園であり,.(一)あらゆる紹繼損傷
1943年の正月，思いがけい事故が發生した.油の統計認分析.(二)各種の型の船の湿度の再瞼討
糟船Schenectady號の船鵲が中央よbポキリと（三)積荷室荷恢態の検討.(四)船團航路の天候，
折れﾅﾆのである．此の事件は熔接の大量建造の前海上欣態の調盗．（五)熔接エ作法，設計の研究．
途に一抹の不安をなげかけﾅﾆ．熔接に對或る不信（六)材料に關する研究
の難も一部にはおこつﾅﾆに違いない．A､B・協會等の各部門にわたって，海軍省，船舶局，海事委
は直ちに「油槽船.Sdhenectady號破壊調査の爲員會,沿岸蕃備隊,各造船所,熔接委員會,國内
の特別委員會」を組織して原因と今後の對策を研各大學及び各研究機關の協力をもとめて之を動員
究させることになつﾅﾆ．之は官民のエキスパートするという，米國技術界の全力を集中しての活動
を動員しﾅﾆものであり,､その中には昨年來朝しナニが行はれた．=その縮果熔接船の事故に閲すら原因
紐育造船所のHarvey:W.Pierce.氏も名をつちが確められ，事故防止のﾅﾆめの必要な手段が識ぜ
ねている．委員會は直ちに活動を開始し，調査のら#1ﾅﾆのであ.る。成果はたちまちあらわれ，事故
結果,Schenectady雛の事牧は非瀧に不利な催は1944年の4月を般高に漸次減少し,1946年
件が重なっﾅﾆﾅﾆめであるが，熔接に開する事故はの2月には4600隻の熔接船が無事就航してその
愼重な考慮を桃うことにより避ける事ができると使命を果している。
云う結論を出し7こ．．この|剛の米國技術陣の努力と成功の輝かしき經
所がその後間もなく，1943年3月にい↑こり，緯は新蒲の米誌によって明かにされてきている。
--ケ月の中にLibrd型貨物船ThomasHooke〔、次にSchenecta⑬號噸事件の詳細とその對
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策に當つに最初の委員會の報書の概要を紹介しよ
器

3(TheJournalofA.W.S、1943年4月）

2.ScheneJtady號損傷事件の詳細
1.-SChenectady號はT2型標準油槽船>503'

×68,×39,-3"､全崩妾鵬豈,Kaiser造船所の第
0

一般．1942年10月24日進水．公試は成功で

あつｵﾆ．

‐2．1943年1月16日の午後11時30分，

造船所の餓装岸壁にあるときに一大晉響と共に船

鵠が中央から折れた．船橋後端につづく上甲板と

舷側厚板に亀裂が入b,綾いて破壊が船側の外板

を徳わって雨舷のごルヂにまで達し↑二・外板，船

､底縦フンーム，波型縦隔壁,底部縦通材などが完

全に切れて,般底板だもが裂けずに塗ったから丁
度ジヤツクナイラを折った様な形になって折れ角

が氷面上にでた;。

3，その時の荷重ﾅ伏態よりホギングの曲げモー
メントを求め，最大應力を計算すると10,700

封閲平方吋（7.5瑚平方粍）であり，計識最大
應力よウは低い値である．

4．當日の氣温は氣象蜜の發表によると午後2

時では38dF(3.3℃）事故のおこった午後11時
では23･F(-5℃）である．水温は40･F(4.4℃）

謹間よ‘り夜間にかけての温度降下は急激とはいへ

ないけれど8，氷黙以下では鋼の脆性が増すとい

ふ影響がある．

5．水流の作用で泥堤ができﾅﾆ所へ船がのbか

蚤って坐礁し，水位が下っﾅﾆ時船が折れ･にと云ふ

意見もあつﾅﾆが，後で調謹しﾅﾆ所泥堤のできﾅ職

子もないし，叉坐礁しﾅﾆ様子もなかつﾅﾆ．

6。船は其の後修理されて使用されている．

3．損傷の原因

特釧調査委員會は破壊に關係ある種荏の要素め

調勘即ち設計，工作法，材料の物理的化學的調

査,破壊部の熔接の調査を行つﾅﾆ結果次の如きも
のが破壊の原因であると結論しﾅﾆ．

1．遥船所においては建造を早めることに重職

をおきすぎた綜果，完全な熔接を得るための基礎

的な事項が閑却されている．

2．鍵留懸力を出来得るかぎウノj,さくするため

に必要な熔接方法，熔接順序の研究が充分でない

ー

、

例へぱ-この造船所の工事をみると，ブロックの取

付がまづく，ジヤ､シキやターンパツクルを無11蒲に

便ひがちであ-る．まﾅﾆ接手が開い↑こ場合,'そこに

あまbに盛b金をしｵﾆがる．こ肛等はいづれも熔

接部に残留應力を生ぜしめるも~のである．

3．經騎ある熔接工，瞼査員が不足である．、熔

接工の養成方法，検査制度に研究の餘地がある．

、4．．船綬に使用され↑こ鋼材の品質が均一でな

い：例へぱ最初に亀裂のおとつt二舷側厚板につい

て量I張試雛を行ふと比例限匪方署'0,000封閲卒方
吋（7瑚平方粍）であウ他の鋼板に比して低すぎ

る．叉此の板のシヤーピー.衝嬢値は常温でも低式．
ぎ20･Fでは更におちるものと思われる．所謂

Notch-sensitiveである．此虚に注意を要するの
はこのような衝盤に開する性質については別に規

格.もきめられてなく，叉そのよう．な試験は領｣I父試
験の際に行われないことである．

5．甲板ブロック接手の自動熔接を行った部分

には残留應力が著しく蓄積されている．特に舷側
厚板と梁上側板の接手にはそ､i'Lが著しい．此等の
接手の熔接部には妖陥が發生していた。
6．本船の樵造は設計標準にあふものであb,.

張度上は何等不充分の所がない．しかし船橘換の
舷側が急激に切れているので，その部分に應力の
集中を生じている．

以上が委員會の指摘しﾅﾆ損傷の原因であるが，
これを要約すれば本船の損傷は不幸な欣況があま
ウに集中Uすぎた爲と云へる．'そのうちの主な原
因は，工作法，熔接法に起因する異常な内應力の
蓄積であウ，それに加えて船橘枇の後端の應力集
中をおこしている舷縁部に勝接の不備な所があ
ウ，更に材料の品質の低下，氣温降下による脆性
の増加が状況を-個悪化させたものど云へる。
‐4．對策

委員會の報告では以上の損傷の原因はいつれも
填重な工作法と熔接法を行へぱさけ得るものだと
している．建造中の船に對してば熔接の不良個所
のやり直しを命じ，叉残留應力をなるべく小にす
るよう設計上の對策を講じ，熔接の嚴格な制御方
法を採用するよう各造船所に訓令しﾆとのべてい

る力§，その詳細は明らかでない．（37頁へつづく）
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船 舶一電氣設備の將來

三亀技守英

戦中我が国でも甲造船計謹の船舶に對し，油槽船一
を際き總てこの軍線式を採用したのである．此の
配線方式は日本の船舶設備規程及び，ロィド規格
I弓は使用して.もよい事になって癒るが,A.B・規
程(AmericanBureauofShipping'sRUle)に
は許可されてゐないが，兎に角此の方式を採用､し
なければならなくなった．此の車線式の峡黙は船
媛を（－）にし，（＋）側のみ配線する‘ので，一線
が接地すると，すぐに短絡現象を起し,'故障發見
にも手間取り，厄介なもので，其れに加へぅ戦時
中には配森器具類燈器具類は總て鐡製のものに
婆へられ,.銅系材料の使用を禁じられ,其の鳶め
錆び易く短繕現象に拍車をかけて行った．
又電線類は鉛の不足の爲め，ゴム装編組電線及
"ぴゴム装網代鐙装電線と云って，鉛のかわりに･ゴ
･ムを用いﾅﾆ電線を使用する事にしてしまつ仁。之
等の電線は陸正に用いる所謂ゴム被覆電線よりも
良質のものではあるが,職蒔中に作ちれ淀規格
で,此の電線に開しては悪るいと砥未だ確たる燕
績は上ってゐないが，船と壽命を共にするには’
すこしお粗末でもあウ2外側の被覆がゴム製で導
艦でな・いから船艘に直接接地出來ない紋職がある
ので此の電線の使用を溌止し繼聯か被鉛鎧装線

一一一一一一一ロﾛ

我が園が過去に於て關際聯盟を脱退し’正常な

軌道を踏み外し始めﾅﾆ頃から總ゆる産業は戦争へ
と動員され,漸く世界の標準まで↑こどbついﾆ船
舶の建遥技術も，資材，努務等の總ゆる不足な面

に通過し文化の發展に逆行して行ったのである．

我が図が優秀船として誇l),世界市場に乘り出

して行っﾅﾆ何隻かの船も何時しか，或るものは假

装室母に，假装巡洋艦に，或は油槽船等2層に改装

され，優秀な設備も戦闘に適する橡に鎧を着せら

れ，兜をかぶせられてしまひ，小さな捕鯨船や’
トロール船廟までも徴陥せられ急造の水中香響を
利用した兵器や，電磁波を利用し↑二兵器類.j装備

せられ,藍覗や,掃海などの役目につかせられ，
船舶としての設備は，ばらばらにされてしまつ

ﾆ.兵器としては秀れ↑こ兵器類,例へぱ水中香響
の利｝11,電磁波の利用と電氣技術者は總ゆる智能

を傾注し進歩發展せしめた，叉原始的に感じられ
はしﾆが戦争の初期に磁氣機雷の障害を避ける爲

めに，あの大きな船艘を謡線で鉢巻し，船艘を一
つのｺｲﾙにし電流を通じ磁化した事もあっﾅﾆ．
やがて硝煙もおさまり，季和の鐘が垂世界に鳴
b響き，何時しか平穏な三年の月白も流れ去っﾅﾆ
今,造船業界にも種堂の期鞭がもﾅこらされ,SCAP
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囚好意によ§アメ.リカの船の一部の装備を見,．'吐にしﾅﾆ方がよいように思われ‘・
界の永準を聞き,眼前の光明を正硯した時,總て戦零中は此等の不完全な装備品でも，戦争が経．、
に逆行して居b，文化の發展に何等爲すことをし．るまで，否維淡間際には一年でもよい，二航海で
ていなかつﾅﾆ事を知って，吾を特に電氣技術者はも使用に耐へればよいと零ふ氣持になって行つ海
驚かされてしまつだ．そして我建の脳裡には，研爲め或は致し方がなかつﾅﾆかも知れないが，船の
究もし改良もしなければならない事が山程積み重設備は船の誕生の時，生みの親からもちつﾅﾆもの ひ

ねられ，それを一歩盈蕊着責に虎理しなければなは死ぬ時まで運命を共にしなければと云ふ老へで
らなぃ破目に芯･つ↑このである．設備して來ﾆ我為であるが’総べての装備品が粗
雨降って地固まるの醤のように，過去の我だの悪になってしまつ仁今，船艘と迩命を共にするま
辿って來ﾅﾆ路を一睡反省して見よう。で使用l･H來るものはどれだけあるだろう.Q戦争中
･第一主世界大戦中欧洲で,資材の不足から電路と云っでも我湾が織装し経って出港して行く船に
の配線に軍線船殻歸路式(Singlewirehullre-對しては何時でも，再び元の姿で無事に歸って〈
turncircu"所謂単線式を採用し↑ﾆが,今次大れるようにと蔭ながら斬ったものであつ↑二が,我

h
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れ一つと‘して完全な=ものはなく，修理の爲めに入

港し．て來る船で，照明器具の不具谷の爲め，或は

焼損，或は絶縁不良等のなし､ものは一つもないと

丙

を生みの親である造船所に，其の侭の姿で何隻の

．船が戻って來ﾅﾆ事であろう．戦後三年にして眼前

′にうかんだ外國の船舶を見ながら，我共船の建造

／／にたづさわる者ぱ過去の悪夢を一掃しM寄來への希
望を持ち着奄と地歩を固めて行かねばならない．
経戦後まもなく聯合國の好意により，先づ漁船
の建造が許可．され，各造船所は鋼製漁船の建造に

‐其の活路を求め，造船への希望を持ﾅﾆせら‘れに．
大きな船ばかり造ってをb,漁船等を造った事の
ない造船所が製作しﾅﾆ漁船ば思つﾅこよb良い成績

で送り出され，種を改良に改良を重ねて行つﾅﾆ.、

各種の批判ばあったが,漁艘を電化して,大型船舶

に對してすら可否論のある交読化までしﾅﾆが,其
後貨物船の建造も許可ぜられ,今年になつそから
は外國船の建造まで許可せられ，急に造船界は活

氣を呈して來た．我舞，否我が國として誠に喜黛

べきことである.船舶は一國の文化を象徴し,世界
・各國の港溌を歩き廻るのであるから，總ゆる努力

を傾注し，優秀な船を建造しなければならず，外

國船建造には特に努力を排ひ，列國iこ劣らぬもの

を造らなければならないのは勿論，各種工業の總

、合工業とまで云われる造船業に封し是非とも他の

工業も我々に全力を學げて協力をして戴かねばな

らないのである．我套も腕によbをかけ，外國技

術の水準に早く到達する様心掛けている．しかし

現在船舶に用ひる電氣機械器具の類は非常に少数

で，多量生産を爲し得るものは紗い、其れ故粗悪
品は何時までだってもよくならず．一技術者，－‐

造船所だけではどうすることも出來ない．､各造船

所とも，何と･かならないものかと腐心していﾅﾆ矢

先，ブこまた崖日本標準規格の更改を始め，船舶の

電氣部門に開してもい･ままでに其の規絡がなかっ

たので,此の期に新に規栴を制定する事になl),良

いものを造ろうと種壁の雛想がねられている・全
までの様に，一船，一船の装備品が愛ると云うよ

，うな事もなくなるわけである．一時も早く規柵を

制定しなければならないのであるが，多種多様に

わたっていて一朝一夕にして出來るものではな

く，どれをつかまえても，現在製作過程に流れて

いてもらひﾆいものばかりではあるが，まづ照明

器具を取b上げて兄よ．う。此の照明器具は現在ど

1

’ 云ふも過言ではない程である．蓬

無線規格(ﾐ關しては，先に發足しﾅﾆ日本通信機

械工業會の立案しﾆもの増，規格制定の過程とし

て審議され各種のもむが規格されつ画ある．

、電線に開しては我舞の意見の入れられたもの

が，電線製造業者の間で立案せられ此れも間もな

く規格される事と思われるが，此の電線の規格化

に諸種の難鮎’例へぱ，我が國のものだけでも，

日本船用品協會で1941年に制定さ畑こもの，海
事協會斜珊皆規則(1933年制定)があb,この他､ロ、

ネド規格によるもの,､A.B.規格によるものと，い
更に戦時中に作られナニゴム製電線と，此等の何れ
を規格化すべきかとの難鮎があるのである．

電池に關しては’電池製造業者の間で立案せら
れだものか，｡やがて規橋として呈示せられ.よう．

照明器具類に開しては，活發な活動をし鱈ら，
なかったのであるが，照明配線器具委員會が新に

設立され，我尭と共に熱心な討議がかわされて崖、
り，やがて良いものが規格化され製品化されて行
く事と思ふ・照明器具及び配線器具類に開して
は，戦争の初期に海務院型が一雁制定統一されは
しﾅ旨が’此の制定の主旨の中には，菱材節約即ち
銅系登材節約と云ふ致命的な主流があつ↑二爲めに
'現在取り學げ得るものは殆ん激い愛情である：
其他各種の電氣機械器具類等も，‘跣され，改，
良され，規格化され’製造過程に流される日もさ
う遠くはあるまい．、

さて此の嫌に諸種の装備品が完成され↑こ暁は，

萱:雪撫灘蕊懸急墓墨季､，
諸種の峡黙はあっても交流の感念を植え付け，交
流化すべきではないだろうか.勿論交流電動機の｜

速度特性をどの程度まで直流電酬幾のそれまで近，
つけ得るか’とか諸種の未解決の問題が麓ってゐ，
る．しかし電氣は便利なものであb,決して厄介

なものではないと云ふ感念を，取り扱ひ者に植付

けるのも叉將來電化して行く上に我為に與へられ，
ﾆ任務の一つではないだろうか．（石川島重工）
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瀞函間1日2往復とL列車渡航とし
好

て定痔運航確保の爲，船底汚損荒天

逆潮等の除裕を十分に_とり定格脚力

4500馬力をとった．一疲酉疏は車輔

桁緬所，客室剛澄に無理な職が多く

種燕の案が検討され剛の餌き配盃と

した，特殊設備と．して車輔積卸の際

の船艘傾斜を調整する爲に舷側水艫

を設け，積卸速度毎時4粁で客車の

場合は傾斜角雰度，30睡石炭車の場

合は2鹿以内として，職傾斜訓盤ポ

ンズ°の需逓を毎Wf1800魅とした･

補機，甲板磯械，器具等は教奉及取
扱を考腫し徹底的に電化し，各諏織

裟品等も職上品をlll來る限、澗濁に

使用した．鍵飾にも特に留意し厳選

Pの上肢高の努jを郷ひ，現地の特色

を考職し明朗優雅なものとしﾅﾆ・

船髄=部概要
1．外概の特徴．本船の瀧突は各2

本宛雨舷に有し，船首は軽く櫛斜し

上部はiフフ･ツシヨンフ・レート｣船尾

は巡洋縫製.船綴中央部より船尾に

於ては各甲板共｢シヤー｣無く，上部

，－－29，－－‐，

〆

戦後新造した脅函連絡船中，洞爺

丸型4隻中簸近完成した摩周丸につ
いて略溌する．御寄稿城v､た鐵道總

局船舶課及び浦捜ドｯｸ保井一郎氏
に深く感謝する次擁です．

計塞概要
連絡船は職朧中金保有蚤の80％，
8麓3千總噸を夫ひ，者函航蹄12
隻中2錠を残す心となり，傭船及
他航路からの鞠用騨の脇.詮措置も殺
人的混飢を緩和し得ず，甲板積旅客
がまさにふるへながら津經海峡を波

一

.ると云った韮I則が演ぜられた･そこ
で同航路用に客赦車輌波船4笠，貨
車専用波船4銭の新造が計識され，
昭和｡21年9月第一船洞爺丸が三菱
刺1戸造船所で起工された．本船は急
行接績便として渡塞車4輔，手小荷
物車2頬，郵便車1編計7綱と，旅
客’列車分約千名を織迭し得る様に
計鐵された夕主要寸法としては既存

の航逢弾壁を使用する爲に幅及レー

ル面と水面との潤さを剛限し，操縦
性凌波性を考慮して長さ毬決めた．

遊歩甲板壷は船首に0．6米の「シヤ

ー」がある．侭暴露甲板以外は各甲
板共「キャンパー」はない．叉全長

に亙り車輔甲板に於て明瞭なる「ナ

ツクルライン」があり》共より直下

300粍の鹿を左舷は肋霧125番，右

舷は35稚迄300粍角の木製防絃材.法

通って居る.・

2．舵．半平衡式で面談比46分の

－1．流線型である．

3．肋骨．球山形鋼及溝型鋼壱心距

は無首船尾壱は610耗，其他は700
粍760粍である．

4.特設舷側誕迩材稲舷共肋番

125迄全邇して150×75×5球山形

鯛及20Sx90x8×13.5溌迦鋼が車
輔甲板下400粍又は700粍の位鉦の

1

船繼内側詮通り防舷材の内部槻掘を
してV､る．船尾の榔強は蒲岸時の彼

扱憩防ぐ様極めて騒固に出來てゐる

5．車輌甲板二灘の軌迩で後端は

一線となし車輔を萩込む郡が出來

る．共協に甲板に割合大きな〔ピラ

ー」及「ガー狭一」を持ってゐる。
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6．石炭庫.石炭庫ぽ汽嫉室内中心
線に没ひ二漣の軌鍾の問にあり，右

、。

‐／

炭積貨車を直接鋸内に引込み，石炭

庫に流し込み出來る．

？‘舷側永鎗．車輌積込の際「ヒー

ル」及{.トヅム」が除D大きいと積

込が閃來ないので，其修正が出來る

様に汽縦室前部雨舷側に各160趣の

舷側水鰭を設け，毎蒔1800麺の割
ず

だ合で注水排水が出來る〃・L

8．・建造方法．外板同志は皆鋲藩．

変外板と肋侭船底外板と肋板は直接

‘熔撰甲板,内底極及び車鞠甲板

上の外板は「ブ層ツク」式．車輔滞
繩所内繼壁も伺雛である．

9．揚錨種及び｢キヤフ・スタン｣も場

へ錨機1まくキヤフ・スタシ余用）を無

首部にラキヤフ・スダ,ン2墓を総尾部お

》・に有し，この内’謹定船橘から鹿急
操舵が田來鳥．

10．揚艇機．端艇甲板上に3臺あり

騒動装置．

11．厨房器具.「ライス承イラー」は

普通の蒸嫡式でその他「クッキング

レインヂ」茶沸等何れも皆電化され一

てゐる．
巷

12．砥動通風及溌房装匠．厨室，配

膳室，車輌格納所，浴室，洗面脈
｡

便所には總て萢動排熱装涯盆備へ換

氣回数は便所，浴室，洗面所，配膳

室は毎時約15回,厨室は約30回,車

輔椿納所は約8回である．"伺厨室，、

配膳室には絵無を行ひ換氣回敷は約

15回である．次に溌房装置は「サ

ーモタンクシステム」にして自動温

〆 度瀧節も出來ろ．換氣回敏は端挺甲

′板諦室は毎時約10回，上下部遊歩

・甲板及車輔甲板諸室は約15回,第二

甲種溌室は約20回である．

13．公室装飾．装飾に開しては一貫

して「雪ンフ・ルフ・レンシメテム」を

採り1,2蝉入口炭間，1，2辱食鑿及

喫題室は天井は，總て軟材ベニヤ板

錘，艶消ペイント塗，パネルは謹地
も

ノ

偽

夕

及「チ畠ク」の上孜特殊ペーヤ級に螺旋にタービンを各盈一凝宛直続す

して明快な色彩を與へてゐる．壁面る型式を探った．タービンの型式ば

には「リリーフ」や漆繪を配置し床洞爺丸羊蹄丸大雪九は三菱一段減速

はルて「ラパータイル」混りで之等歯車装匿付街鋤反動タービン，蟻周

や家具類の色彩の調和には念を入れ丸は石川島二段減速歯車撰瞳付街動

た．二等三等共疲選室,雑居室椅タービンで共に並列醜睡式，復氷器
子席等凡て色の調和と明るい感じをは下垂型である．ダーピン潤滑油は

卦たせてゐる．尚寒冷地の爲,､窓は．歯車ポンプ｡（2墓の中1蕊豫倣〕に

凡て二重である一より給油きれ，別に筑力油卿を伽へ
14．其他．消防装置としては能美式．非稚の際に伽へてある汽峨は洞
〔空瓢管式)火災警報装溌を伽へ適爺,摩周丸は標準型乾撚室式側縦

営な位冠に耐火隔壁を設けてある．（弧歴通風，手焚）を採川し，燃焼

自動電話，放送装匠，電氣時計，ボ室に下垂する過熱器，峨胴内に譲熱

一イに封する呼鐘装置も完術し「サ器（甲較淵耽蒸氣を之より取る〕,煙

一.ビス」に誉ってゐる・樹磁歪式測路に空氣躍熱器を装備してゐる．羊

深儀電蕪式速力通信器，ニユーマ蹄，大雪九は圃縦用材料入手難の
ケーター，醤報用サイレン，温水殻爲，三菱三胴水管蛾〔湿睡通風，久

備’無線方位測定樹，無線装磁，竃保田搬布式ストーカ，石炭遮識のた
動水密扉開閉蝶睡等維戦後製作可能めのパケットエレベーター，過熱器
の諸設備は極力採刷した「サル。及空氣豫熱器遮“して雪ゐる〕を採
ク」及「ジャイロコンパス」も出来用した．

次第磯術する擁“してゐる鯛電，総水方法陣圃鱗鍵備鯵錫合隠減給
部要目は夫表の通.りである． 水式，筈縦装術の場合は密閉絲水式廷

一

．機關部概要で,後者は密閉総水郷〔復水諦出口
1．主機闘・車輔申板による高さのに装術〕及ロポツI､給水加減器（汽

制限，燃料として石炭を使用､する縦入口に装備）により負荷窪動に噸

癖連絡船としての運航確保等の郵構ずる糠になってゐる．汽織は各船共

を考慮して推進機開は寡螺旋式で各各六基を伽へ，冬期航海4500馬力

洞爺丸型船磯部要目表
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細嶺洞爺丸|羊蹄丸|噸周丸|大譽丸
造所
工年月日、
噸敷く噸）
噸数〔〃〕

稀

●建
竣
總
純
菱
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全

垂線
・型
型
溌喪滿
計識賊
計錐制
前部
梁
甲板

長(米）
間長〔米〕
鯛､米）
深(米）

満載吃水米）
戦貨爺斌(趣）
錐排水鐘(廼）

部舷弧(米）
矢(米）

板敷．

賦運鱒速力(節）

羅迩篝鶴瀦豊
排水量(碗〉

三菱刺1戸
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國 内ニュース船舶技術委員會(假稲)の發足

我丞風海運復興錐の一議として,

造紹技購の愛逹の経緯及びその現欣
に罐み，船質の向上と船舶技術の振

興を固る爲には開係官民各層の總力

を糾合結集することを要するが’こ

れに就v､てはさ啓に海事闘係11回
髄より建識があり，又般近では船舶
技術協議倉よりの答申む､あって，船
舶技術委員食（侭綱）の設祇が要望

〆

『
〆ることによ-ﾛ船愛の向上と技術の改

善振興の推進力となり得るものと期

待せらている．

これに封し海運總局としてもこれ
ｰ

が賓現に向って準備を進必ている．君

、

←

今

争

せ-られていの・

本委員官の性稽は船舶技術に閲す
る蛾寓の群議機鯏であって，船舶技
術全般の詫間に腿じ，又建儀を行う
と共に，船舶技術の派製に閲しては
その企喪,、溌査及び研究を行う磯關
である．、

その機稚は開係官鹿，學界'造船,
海運，船員等の漉威者を以て櫛成す

第3次新造船入札結果＝
、

8月7日永の如く内定した．

1）4,500~45950總噛型2"(B型）
1位＝協立汽船(16,650凝固）

Z位＝三井船舶〔16,500茂圃）

2>3,000･､'3,700總噸型7"<C型）

1位＝日下部汽船(9,500萬圃）

‘2位＝東洋汽船(9,215寓回）

，3位＝東西汽船(9,165萬圃）

4位＝日本油槽鋸(9,050蔑圃）

5位＝明治海運(a600〃〕

、6位＝日本製織(8,500〃）

7位＝内外迩儲(8,310〃〕

3）2,000-2,400總噸型5"(D型う

1位＝大洋海運産業(7,500")

2位＝西日本石炎(7b400")

9位＝鈍丸汽紹〔2,855〃〕

．10位＝義勇海運（2,810〃〕

B型の建造饗は現在･18,000蔑圃

位C型が13,000萬圃位遥あるか

ら，船主が以上の如き金額を出すと

すると，船舶公園の必要性力鍼ずる

わけ電，第2次迄の時の如きは大綴

7割まで公園が出喪したわけである

次に参考の爲第2次に於て正式許可

になった海迩會祗，造船I派及び録定

工事期間を列畢すると次の如し．

1]B型L.3")

三光汽船(播磨)12ケ月

命陽汽船(三菱長崎〕10ケ月
大同海運(川崎郡戸)10ケ月

ｌ
ｌ
１
ｊ
吾
弔
Ｊ
ｑ
ｌ
ｌ・

一

る変力ある委員含として’これに狼
力な事務局及び必要に胆じて蒋溌專国
門委員倉を附涯するものであ乙・
斯くして常時鐘船，通航の業者，
船舶使用者毛の他捌係部門と密接な
遜絡を保ち，莚の蛮際的要求に池じ
て企窪し，又糘合的に調査餅究を行
い，更に研究磯關亭も緊密に連絡す
､-,~､~､ハム一､-,-､へ～v軍ﾂーﾏﾂゾ…'､へ~
（前頁よりつづく）

（定硲出力）の時5縦使凧で十分航
行出來る能力を有ち，1鱗は豫術と
,してある．銭に一冨したい事は連縦
舶用濯關は使用が頻繁でわる上巡航‘
時間の硴保と安全が特に蕊望される
の壱各機械に十分餘浴のある能力を．

、

、

一

を，焼に潤滑油ポンプ.，操舵機には

過負荷警報器を，力ズケードダンク

潤滑油重力槽には低位水(油)"面密

報器塗備へてある・

補捜交流電化に拝ふ困難は揚錨機

及キャフ･ス荻ン等の甲板総機に在る
が,･之は捲線型瞬導萢動溌の二次側

挿入抵抗の加減，趣敷愛典等による

速度制御と，シンクレア流職藍手を

併用することによって所要の性能を

得る様にしてある．撚舵機には「ジ

ョンネー」式莚採朔し作動"』安金煎

寅迅速を期した.

ボルト，電燈關係にﾕ05ポル､卜を各

種配電盤により供結制御する方式を

探ってゐる．又非常用としてヂーゼ

ル磯關感動50KVA交流菱電機’

皇を端艇甲板に装備してゐる。補機

砿化によ｛り汽動補機の場合より8乃
至10％の紋奉上昇,欺扱の簡易，機

開室温度降下による勤務罷率の増謹
を計ったが現在ま雷の所良好なる成

綴を翠げてゐる．給水加熱は捕機鰻

汽が利用出來ないので主機撰一葛ン

よりの抽氣を以て行ってゐる．又潤

滑油，給水》復氷，冷却水ポンプ・及

１
１附與してあることである．’

2．補職．椛機は停泊用給水ポンプ・
を除いては凡て趣化〔交流）されて
ゐる篤,500KVA交流弘一ポ護電
機（自識型と謝し必要なる補溌は凡
て総赫白，が舞ってゐる）2塞ぐ内

＝

1建議鮒）紅打ってゐる．齪冠は交操舵機用電鋤磯には毛の遮縛吠憩のざ勺

流毒報三線縫総式壺動力卵係に205監祇達容易にするため迩縛表示器
グ

ー31－ １
１

’
〆
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C型〔5隻〕

原商事<日立裡島）9ヶ月

川崎汽船〔川崎泉州）7ケ月

日の丸汽船〔三菱醍島）6ケ月

武庫汽船〈三菱満1戸)7.5ケ月

東和汽船(三菱祁戸）8ケ月
＆

D型<10隻）／

森田工業(大阪造船〕6ケ月

中．川海運(播・磨）6ケ月

大光商船(三菱長崎）7ケ月

額根.汽船(三菱長崎〕7ケ月

藤山海運〔三菱廣島〕6ケ月

日本沿岸職逢〔三菱絞溌）6ヶ月‐

菅谷.汽船(三塞刺1戸)6ケ月
日本海汽船(浦愛〕5ヶ月

大洋海運(日立因島〕6ケ月

日之出汽船<鋼管鶴見〕6ケ月

F型<10隻）

郵船近海(三菱溌演）中川海運

山下近海(銅笹清水〕日産近海
祁戸近海日津溌船

一大阪淡総日下部洩船

栗称近海正頑汽焔

第4次新造計艤

I

〆1

舶銀滞として公式に發表されるので

ある.・鯉に各門『門別に逐次審議総了

したもの･40規格以上に逵・して居

る．何詳細は日本船舶災絡月報を参

照されたい．

一ｰ”－←令

●

’◆

日本船主協會の民螢促進案
Ⅱ
１
０
０
１
Ｊ
日
日
８
日
８
７
．
４
も
Ｈ
１
１
０
Ｉ
Ｉ
１
１
１
０
Ｊ
ｂ
詞

日本船主協脅は識て民醤促進筵計

る爲民憐還元促迩委員官を設けて其

の案を検討L感；てゐたが此の程下記の．

方針に依り側係方面に働きかけるこ

とになった．

1．．第一段階，總噸数2,000噸以
8ノ

下の船舶を定期怖船方式に切換へ

る．船舶の保船，修理と船員事務を

船主に返迩する．なおこれと併行し

總噸激800噸以下の小型船舶は完全

な目･管繊制に移行させる．

2．／第二段階，總1噸数2,000噸以

上の船舶を定期傭船方式に切換え

2,000噸以下の船舶を自替笹制に移
行する．

3．第三段階,、總噸以上の船舶を
自賛鯉制に移行させる．

4．以上に依り全船舶が自管畿制
になるが完全な自由遮航を意味する

〆

ものではなく，内外の要諦にもとづ
き必要な統制の下に通航することに

なるから，政府は常に全船舶の動静
をつかみ，計避輪透の完逢を期し得
る．

〔附記）9月2日の總司令部褒表
によって日本囎舳の制限付民i蝿徴，
が許可され，民間私宿船舶の乗組割
営，菱材供給，保存，修繕等は再び

船舶所有者の個人費任にまかされる

こ-とになった．尚寅施ほ煎奇の準術
の都合で11月より小型貨物船から
徐為に行ほれるものと見られてゐ

る．尚詳細は次跳に褐戦する。’

■グ

た．直ちに入渠の上船腿の破損を修

蒋ろ､と共に職鍛による荒賎から再
び佛顕の豪華艦として大改装が箭手

ぜらむた．寓厘は鯛雷沈没をまぬか

れ岸近く柵座した状態の帝立丸．

q

日本船舶規格の制定

優秀船を安恢に，而も迅速に建造

するには，よv､規格でよい紺用品を

多趣生産す.ることが必要である．規

滞統一整術の理想的條件は，製作簡

易で慨絡低廉，外瓢優美で取扱簡便

輕量で耐久性に富むことである．戦

後の混胤から脆却して新しv､意氣込

みで塗足した造船界が從來のJES

や戦時規幡から離れてよりよﾂ炭船を

造るべく新規硲の制定が急がれてゐ

る．從來は日本海事振興蒋内に細舳
規絡委員會があって巍稀原案の作製

及謙譲に雷っていだが本年四月一日
發展筋解消して新に船舶規桁洲査會
が官民苔伺の發起者によって創立さ
れた．木曾の機構は開係官照，造船

恥船舶關係幽魁撰助の基に迩督さ

れている．親桁原案は主として經験

ある造珊閥にて作製され調壷會内に

ある船川品，機關，電氣，航海測器

及舶燈等の名専門委員倉に附議され

る．委員倉は斯界の専門家にて組識

され各部門に豆り．毎月一乃至二回原

案の詐儀をする．要すれば原案に適

欝なる修正をしで議了のものより順

茨標準局の工業慨準課調恋會に提出

し，標準燭船舶部倉委員倉ばこの規

絡原案を更に慨簸審蔵して可決され

たものより規定の手鎮を経て､日本鮒

二
■
Ｆ

Ｉ
Ｉノ

本年度第三四半期着工豫定の第四

次新造計窪は,B型3",C型4隻；

D型7",F型5笠計19",49,950

總噸と發表せられた.10月中旬審査

倉，10月26日入札豫定である．倉，10月26日入札豫定である．

これとは別に鑑艇解jX材を利用し

て’9邸息噸型鋼製貨物船約30災の建

造計識が決定され，目下海迩總局紹

舶局で呉纏案が群砿巻られつつlあ

る．

I

I

佛國握遼船｢帝立丸」

の浮揚成功す

昭和二-F年六月下旬溺愛の爲必沈

没掴座してゐた帝立丸（9877總噸）
ノ

は競近飯野産業サルペーヂの手によ

り替心の浮総作業が綾けられてゐた

が去る8月18‘日再び舞脇溝頭博爽

崎にその互腿迩浮ぺることに成功し

……咄
…母一・
か氾彩必麹

騨葛§
＝
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一海外ニュースー

薄 シ カーゴ・オイル.Z62トン
離職覗職則MI醐魎蝿伽剛鯉蝿剛醐咽蠅Ⅲカーゴ5オィ

魂・・ヒーテイン114卜．ン。

海外ニューース、ク。ウォーター‐
冷薮貨物50恥ン

ジャイアシトタンカー皿1剛則8剛珊l1n卿剛M剛剛M1Ⅷ測珊M醜|側111鯛1，
年Vrレー

アメリカ船遠洋航路 アメ”に於て最近計壷きられた

運航費高騰‘油漁｢ジャイアントタンカー」5隻
卜

アメリカ太平洋岸の一汽船含詠のtは既lこ工事が寅施せられてゐる羅で，
統計によると，1940年瀧ら47年まある読その主要要目ば次の通りであ

～

での間に族客迦賃は‘25詔しか値_Iきる．二‘・

りしてv､ないのに對・し，乗組員給料全長、628呪0吋
及時間外手溌は189錨食料品110垂線間長600沢0吋
%,荷役饗154%,燃料油はi2〃卿型)･,82"6"

42沢6吋
深(型）~と大巾に埼加しており港費43ﾂｸ,.保

険料42%,船用品（並に術品)準一吃水､型)〔計焚滿赦）31呪5吋
排水通計愈滿蛾）約34,100トン

と夫々聡没してゐる．
歌食重迩〔計謹浦載）

ブレシデント・ウイ－約26,000トン
、

ルソン號シ軸馬力12,500鰯力
．（毎分匝稗数112〕

妓近日本を防れたう･シシ,デント。．
試迩稗速力約16節〆

ウィルソン號はプレ‘シデントダクﾘ

ｳーﾗﾝド號の姉潔殿でｱﾒ”が積載容迅228,000バレル、

誇る媛新豪華船の一隻である．次に、 乗組員船内居住
その主要要目並に性能を紹介する． 施設の改善
全長、ー908呪5弛吋

〃《(32吸水線ニテ〕593呪2吋イギリ柔のオリエントラインの總
〃（29沢〃）590呪0吋）倉で，船員の菰利噌進に閲して次の
垂線間長573呪0吋穰な意見が褒羨された．

、

、乗組員に封して蕨9,居住の場所が
頓(型)、75呪6吋．
深(型)《遊歩甲板マデ）61呪6吋用意され－人に封する面頓は約40

’32呪0吋影の増加を示してゐる．寅例だ「オ吃水

諺18,000馬力，－ケーズ」､験（1947年10月池氷，定幡紬馬力
31,000芯）では，戦前の吠態宅20

航海速力19節

輕荷亜逓(固定パラスト700トン人内外の船客を收容団来たであらう各
ヲ含ム)i2,424トンスペースが，罪組員騰室に使用され

載貨1Kft11,093トンることになった．この異輔な收詮力
の喪失は，莱抵員に對する頑利増進

内課織關員關農乘455ﾄﾝ に黄献された．この理合せをする爲
満水388トン
燦料油4，343トン同細は乗組員各一人に付年間110ポ

’
弓

プラスチヅク。ボート・

簸近ニューヨークで開かれたモー

ターボートの展覧･含で，長さ12呪

の新型プラスチック製激命艇が初

めてお目見えした．之は細悩が一

片のフ・ラスチツクで作られ，同じ大

ド鰄辮鯏鯉
・ない．この船の製遥含鮭Beetle

BoatCo..の識り]によれば，璽最は

伽か300ポンドで，6人乗りであ′

‘る．その異常液温きば舩臘がガラ

’ス・マット虹と可塑性湖脂で一つの
④

ピースに型どられて作られたた妙で

ある．韓覆する可能性が外､と云は
れるアルミニューム製のしなやかな

．マストを持って居り，ボーI､が極v、

ためと，船織が一ﾉｹで型成されてゐ

る雛から普通以_上に速力が出るとい

′、われてゐる．不沈性，耐漁水性で変

際Iご船搬の保拷には何等手を要しな

ど〃v,､猪納には天候に封する考愈の必
要もなく，腐蝕や腐朽には弧〈，海
．、

水や愚類に封しても溌蝕されないと

云はれてゐる．

アメリカの客船建造計霊

昨年末報告された造船四ケ年計鐙
に,よると，合計四六隻，六十六繭五

百總越の客船を1948年から51年の
間に注文することを提唱してゐる・

その中主なも‘のは，次の通り・

北大西洋駄路用五菰勉級二埜
＝ユーョーク・ドイツ航路用秘‘

二筏四千越一笠
弓〆

太平洋縦断航路ﾉ刊跳路用
二筏二千趣級二笠

ニューヨーク。地中海航路用

二蕊一千堪扱三隻

ニューヨーク。南米東岸航路用．｡グ

ー蔑越級二袋

アメリカ西洋。濠洲新西醐航路用
一室寓越扱二錠

〃
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－鋸の科學－
凸

，、

瀞保持:づ鴬，ディーゼル寵油か離隔してゐる．工員の欧，賀，材料の入

輕汕に相営する蒸溜燃油を使用まる手等の偽1945年から1946年にかけ
必要がある．併しclosedcyclcグて同祇がイギリスで作った八千漣の.

ーピンの場合は，蒸汽雛に燃し得る貨物紺（310秘ルーピー,232,500韻

どんな油でも棒はない.airheaterンド）より遙かに高くついてゐる．

が事変上Gairb6iler"であるから450槻ルーピー(337,500ボン”

だ．又潤滑油の消我簸咄ディーゼル
民國油槽船會社

機關に比し經済的である．後者の場

合潤滑油と蝋笛油との合計は燃料油，昨年の’2.月に設立された民國
代償の15％位であるが，蒸無又は力・

スダーピンのそれは価0.5％位にす油櫛船倉K上(ChinaJankerCo.Ltd)
はT-2(10,000D/w)5蕊と沿岸用

ぎぬ英國軍艦に整備さ虚メトロポ1,340亜"量趣のもの18隻,砿鮫合計
リダン・ピツカース製ｶﾞスダーピン

80,000蓮量耽をなし，招商局に次い

の海上長時間試迩輔の成綴は結果頗、で第二の中風船主である.｡妓初中國，
る良好であった．アングロサクソン

沿鋒，内河諸港間の石油撫迭を目的
石油含祇の荻ンカーー“アウリス雛“

として出發したが外貨節約上T－2

(12000t)はデｲーゼﾙ機關四錐の，'"_5隻をもってペルシャ湾諸
中一基がカスターピンに近くおきか

へら…之は…-…郵澄謡篭職震罐懸‘
される簸初の大型船である．

雛が昨年11月イランのBandaMa-

、インドに於ける造船業Shur港に入った.蓬濁の総油工場は

（最初の航洋船進水）石油燃油，パラフィン等合せて月産
50,000碗の能力をもつので，一往

3月･14日8000趣の貨物船Jalan.

shaL=…=52/D=301-6"繊驚海幾と鮒墨蕊驚
海速力10．5節がScindia汽船倉融る必要があり，術中函の原油需要商
のウイザカパダム造船所にて進水しは，ケ月，0筏逃であるから，少〈
たが，この傑な大型船が全部インド

ともT－2攻ンカー20隻蓬要する

人の努務,養本によって建造進水し課で，目下同砥ではこれ以上航洋妖
たのはインド造船史に於いて始めて

ンカーを手に入れるべく努力中であ
である．現在同造船所には船姦二基る．
あり，その建造能力は年間八千趣乃

至－.樹殖級の船舶2典であるが目下 鑿留及曳航索用にナ
8基に披張する計識がある：各種開 イロン
係工場，發砥所，1000沢の縦装岸壁

を有し，機關工場の建設計鍵もあ英画では特に狼力，輕迩及び押性

る．工員數は熟練工，牛熟練工合せを要する場合，個絡が高くてもナイ

三千内外職員鮫四百名．同祗は蛾初ロンを船の繋留用叉は曳航朋索に使

からイギリスの技術者7名を招聯用寸る可能性があることが立確され

し，その他イギリスにて造船造機にた．17,000麺の船の繋留索にマニ

關し高度の訓練をうけ･たインド人技ラ索を使用してゐたが，邇過船舶の

術者をようし,1949年には八千遮級起す度重なる波により切断したので
船舶3隻の進水を，1950年以降は毎8吋のナイロン製索に代えて成功し

年同型‘94隻乃至5笠の建造を叶壷た．
4

－734－亀
一

ンド以上純收入の増加即ち同船とし

て年間約六筏五千跨像詐像ぎHIさね

ばならぬ．然し健康で浦足した乘甑

員は能率よい聴舶を確保する甥に餓

も重要な事であることは論をまた

ぬ．この様に船客用に充てたい場所

でも罪組員に割愛J一,rアウリス」識

（12,000重量趣）では下級船員に封

しても一人一室をあてLゐる．船主

は大乗的立場から收入減もあへて意

に介しない様になってゐる．

舶用ガスタービ

ンに諭て

舶用カスターピンの設計上肝要な

要素として次の六衷目がある．即ち

信顔性，耐久力，保全に我用がかL

らぬとと，認我,重競,容競の少い
ととである動く部分の少v､黙から

見てもカスターピンが結局他の動力

機械と同様信頼性を持つに至るもの

と思はれる．飛行機用ガスダーピン

の所要生命が侭か数百時l剛に過ぎぬ

のに對し，舶用のものは20年から

25年もの長期耐久力を要望せられる

から，自然低ぃ温度及ス1,.レスの下

に遜韓されることになる．冶金術の

進歩のお蔭で今日は華氏1200度の

ガスインレツ1､温度でガス荻一ピン

を10秘時間動かし得る．併し飛行

機では大織機魁同糠の使用時間を持

ち得るが，船舶にそれ莚望むのは寅

際上不可能である．1軸5000乃至

10,000gH.P.の船にカス荻一ピン

を採用するときの燃料消我愛は1時

間雷p1S.H.P.に付0.44乃至0.46

封度である．冶金術の發逵により譜

し荻一ピンのズロで空嫡の温度を更
に150度靭加して華氏1350度にな

ったとすれば，燃料消我鯉は0．38

封度に減ずるであらう．この数字は

ディーゼル機臘のそれとm#一致す
る.OpenCycIeのガスターピンでは

タービンやHeatExchangerの済

Ｊ
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ル系)の組隊に新らたに加へられた金9形で用ひ合れていた.近頃カス
本船は,~姉妹船‘‘ヘリシナ@@"(He・タービン．ローターのバスケッ1,に
licina)と共に推進機關にターボ．利用されてゐる(65%Co,､30%Cr
エレクトリツクを採用し，且つ船魁5%Mo).

に隣汎な熔接を施したこと，その他
舶用としてのアルいろいろの鮎で記錬的と言へる．

Lpp=755ノB=70ノD=40ﾉ･6〃 ミニウム．
40

浦載吃水d=31ノー7b5〃、、アルミニウムは1891年以來舶用

浦載璽量遮＝18,170趣〆〃として侭かづ上用ひられる様にな

總噸数＝12,267噸D，殊に1947年には客船の構遥や

貨紘油塔載通16,387趣、改造に大通に用ひられた．例へぱ甲

(50立方沢を1趣,但し膨狼率2%板室,煙突函壁,短挺及び鉤,､ウイ
毎．

を見込む）ンチ，甲板織機，船室仕切壁，手

燃料油容避＝2,612麺摺，梯子，総口蓋，船窓答頂部総造

（39立方呪を1趣）物淀の他各種金具類に利用された．
、砿海速]＝16節アメリカン・フ･レシデント・ライン

船髄は舷側がトランスウアースの新造姉妹船｡‘ﾌ､レシデン1，・ウイ
式，甲板船底並に2條の縦隔壁がロ、ルソン“及び‘‘ブレシデント・クリ
ンジチユージナル式の二ンパィンド－ゥランド‘‘には中央甲板室,船橘，

・システムで船の前後端一部構造の救命艇だの他甲板金具に一隻分25
他は殆んど全部熔接逓使用した．推菰ポンド以上のアルミニウムが使用
進機關はB.T.H.製,趣濟速うで1された.次に磯關方面でも，重量蛭
茂1千軸馬力，謹綴1観3千を維持減のため漸次活用され，1947年に至
出來る．暗車付2蜜のターポゼネレって，ディーゼル機關のシリンダー・
一ターで動かされ1蕊のダブル・1ヘッド，シリンダー。ブロック，ク

ニツトシンクロナス・モーダーで回ランクケース，ピストン，その他多
〃

郷される．敷の小部分品に別ひられてゐ蚤．

,堂為患難,胤鼠造船用ｱﾙ息ﾆｳﾑ合金
歴通風及びエーヤ．上司ター等を装造船期としてのアルミ季ウム合金
術するが，特筆すべきは燃油装髄にに封し，ロイドの暫定的規定が鍍近
破砕したアスアル,､やビチューメン登布されるに至ったのは，造船界と

のまうな賎物利剛の途を識じてゐるして注目に値するこの種合金が鋼卓

ことで造る》・ 材と共に蓮舶用主要養材と認あられ

た課である．これは数年前に救命艇
ご

コバルトの造船へ 製造に適するものとされてから菰肴

の使用の舟艇叉は本船の甲板室特に操舵室
●

構造に使用されその耐久慨と#郷に
コパル1,は非荊に硬質で耐熱力に對する防腐性が確められた．ロイド

富む稀少金風である．主にベルギーはその或分の標準を定め，軟鋼同様
領コンゴに發見されるがその他，モ材料検定を行う．従って今後種為の

｡

ロツコ，ロシヤ，カナダ，ベルギー蹴験の詰果に枠ひ，逐次大型合金板
及びドイツに幾分存する．從來は特が製造され船舶建造上大いに満〃iさ
に躯度と耐熱力を要する器具葱に合れるであらう．

〆

～

タンカー2隻

ディーゼル電氣推進タンカー

「アウリス」號（將來カス．

タービン機關を-の置換計謹）

アングロ，サクソン石油會睡注文

･GR&WHawthornLeslie(ホー

ソン・レスリー)造船所建造の00Au-

risd6雛が竣工した．本船据付の主機

ディーゼル4蜜の内1墓と，・目下

B.T.H|･(BritishThomsonHoust･

onCo.)のラグピーエ場で製造中の

ガス・タービンとを迩欝な時期に温

き換える錐定で準附されてゐる,若
、

しそれが出来ｵし感本船はガス・タ

ービン装術商船の･世界第一船となる

わけである．、

､L=482ノー6"B=59ノー0〃上甲

板迄のD=34ノー10"亜笈逃約12,000

推進機關はHawthorn-Sulzer

型ディーゼル4基で各韮別為の褒篭

機を勅かし，それから葹力が椎通用．

を始め補助用髄動機に供給される．

こ’の推進髄励機は120回郭､で,3,750

紬馬力である特華に値することは

これら補助磯ﾉ､髄動機がTべてA､C.

（交流）で動かされることである・

ディーゼル溌關4基は妓新4サイク

ル,I､ランクピストン型で排熱ター

ボ。プローヮーによりSupercharge

される．各錐8筒から成り，375回

純で1,100黄馬力を發生する．

ターボ・エレクトリツクタン

〃

一
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１
１
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カー「ハイアリナ」税

私

１
１

イギリスのShellgrOup(シェー
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船腹を含んでゐる．

微一般食客用航洋鵬としては，攻ンカー，捕鯨船その
●〆弓

他漁船，救助船,、パージその他の小舟艇ば除〈は勿論

(a)北米の大湖用舶(b)4000噸未滿のもの(c)船齢

25年以上のもの等は除外してある．

‘船型と船齢

4000噸以上の汽船及びモーダー船の政は近年著しく

蝋し,ユ914年の3,606饗うぐ現在では8,669隻になっ

た.fその内969盤は1茂噸以上（内2洩噸以上のもの
49隻）である，叉類別船型中一恭多いのは6,000噸乃

至8,090噸でその噸敷合計35,642,023噸に上り，總船
腹の42.7％である.．、船齢について見るに，世界全船舶
の内6651袋が5年未満で噸数にすれば43.9％に徴る．

〆

’L奎 資料l
－

’
世界船腹の解剖‘船z

声 延

ロイド船名殿1947ー48.年版が過彼戦後初めて發行さ4000噸以上の汽船Z

れた．1947年6月末魂在世界船腹〔總噸数100噸以上の蝋し，ユ914年の3，60

汽船及びモーグー船）の總計種83,513,772總噸で1939た.fその内969盤は1
年6月末現在即ち大戦直前の68,509,432總噸に比し，49隻）である，叉篭

15,004,340總噸の増加壱ある． 至8,090噸でその趣

但しイギ，スの数字ばアメリカ，カナダ雨函からの裸腹の42.7％である.．、1
備雌Cアメリカ1,063,176總噸，カナダ6“497總噸〕の内6651蕊が5年式

を含んでゐる．同様ソ連の欧字もアメリカからの裸傭總､
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1914年より蝦近迄の使用燃料M1統計を掲げると次の濠
である．スティーム・ダーピン及び内燃畿闘の採用が著
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タンカー運航費の比較
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アメリカのT－2型ダンカーを乗組員41名で:Aruba
一

イギリスとノル｡ウーエーとは給料以外同一にとられてゐ（西インドの一鳥，ベネズエラの西北）とニューヨーク

間25回述繊往復航海するものとして,世界三大荻ンガる・アメリカは他の二風に座ぺて犬きく，職に給料(157
-国の巡航狸を比鮫したもゐで,この我用は1947年5％大)食費(73%大)修繕製及び保全変(雨者合計28％

．大)並びに綴管我“6%犬)･に於いて蓋しい、月20日魏在の別･算である．

．。イギリスに於Iﾅる舶舶建造費．
｡

3月2日開催されたリバプール船主協含の年次報告によると次の通りになってゐる．
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置された「銅製熔接船の設計と建造法を調査する
（26頁より）5．あとがき

委員會」の減動によって漸く本格的になってき↑こ
上記の如くrSchenectady號破壊調査の爲の特槻がある．その報告は三回に亙って發表さ#1,,と
別委員會jの報告は短期間の調査の割合には破壊〈に1946年7月の鐙柊報告(TheJourilalofA.

の原因の承質をとらへてよくまとめあげてい･る.W､S.1947年6月號）は詳細をきわめナミもので
がその對策については詳しい説明がないが，おそあI),米國造船界の技術の水準がうかがわれて興

ら〈ば應急對策にすぎなかったのではないかと恩味深い：これに開しては次の機會に紹介すること
われる｡米國における熔接船の損傷對策は次に識にしﾆい､(川崎重工業繩工場）
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るに至り,､破壊と徹底的な經濟鯉盤

の縮少によるインフレーションと縮

少再建産に慨寵されつつ，民主経済

の再建と敗戦継涜の安定のため，苦

難の路を辿りつつある．

、今日，蛮施されている經済關係の

統制は，すぺて，右の課題を解決す

るため般小限匪の必要より笈施され
一

ているもので謬り，それは各企業の

公zEな自由鼓争遊保障し，走れによ

る生産の合理性を伽長することを鵬

礎として，現下，蕊乏せる物菱の合

理的j讃鯉的な禰産を確保せんとす

る般低限鹿の要諦IF出づるものであ

り，それは，今日まで，右の線に浩

し､政府の全黄任の下に斑施せられて

來たところである．。

前記の閣談決定は，右の經濟方式

を根底としつつ，更に民意と企業の

没総に即した側滑にして公正公平な

割欝を硴保L,日木羅濟の安定と再

建Iと寄與せんとすることを眼目とす

ろもの2恩はれるのである．

斯くして，溌部におv､ては，船舶、

部門の特殊性を十分考感3－るととも

に，閣議決定の前誕の趣旨に完全挺

準鰈して,適正な荊営韮準を確定す

べ〈，目下，鋭意，その準術を遜珍

ている次第である．〈鎌淑〕。

詞i船農驫鰯鯛蕊蹴駕ならないもの.としている．

｜‐

ー

船舶資材
繊總局菱材部

本年4月16日､の閣議において指．‐然るに船舶部門に脇する企業とし

定生産養材の割営方式の改善については，船敵蓮誠を目的とする交通業

て次のような閣議決定がなされた．・蓮始めとして，船舶部門の主侭をな
揖一

1割営基準を定妙政府自らの資す船舶，船舶用機關,~砿舶用品，そ
司

任の下に公平且つ妥営なる菱材Q他以上の附厨品，部分品の製造修

割鴬を行う．、繕を目的とする製造工業及び船舶の
●

2制営需問委員含を設置し，民、各種装徽を行う船舶装備業があるほ

意と企業の変侭に即した割営がか，船舶や艦艇の解撤憩目的とする

倒滑に行はれるよう措置を篭ず船舶解撤業がこれに周しているので

匙ろ．.あって，その業種及び業態が極めて

右に“,莚&紹舶部門について多種多様であり,‐企業敷も謹めて焔

も本省及び各地方海運局ごとに割常大である．然から船舶部門において

慾間委員倉を設置し，これに割営基は使用する養材の品種，規絡及び睡

準を識間し，この割當韮準による割鼓が凡て一般の部門に比し雀だ特殊

徹､寅施I琶つき今後,跡ﾘ委員念に且つ大通ゼあると共に，造船の許可
論って；適正，公卒且つ安営な割営制や船舶安全法上の桧迩制が笈施せ

を確保することとなった．られている鐸，特殊な僚件が存在す
／

この割欝基準の策定について，前る．
認閣議決定はそあ一般的埜準として以上の理由にｴって前記閣議決定
先づ割鴬は公平公正且つ無差別な聖の添す一般的基準を直ちに船舶部門

礎の上に喪施し，新規企業と雛もそに通用し単一一簡略な割営雄準の鏥定

の發生を不営に抑睡してはならなし、を行うことは極めて困難であるどと
′

旨観定すると共に，設伽の変稼働能もに，不合理な結果を生ずることを

力を考腫した過去の一定期間あ生産避けがたいと恩はれる．

寅繊を錐礎と.し，蓑ﾎｵの使婦敷奉，‐鯵職以來，我函經濟は完全な迎合

生産物の品質;生産物の出荷笈縦そ風の管理下におかれ，我國経済は民

の他徴該産業部門全鐙の合理的生産主的な經濟としての再建を必喪とす

、

宝

》 ．‐

へ

①

一－ ー

編集後記盛夏3ケ月総生みの憎みを綴けて
來た「船の科學」が漸く出来上りました御多忙の中を皆

様から多数砿稲を枠叢したことを感謝致します．編巣技

術の鮎で未だ灘足すべき域には程遼v,ですが，從來の安

易な行き方を更必て全通鋸海迦人に親しまれる＄のを作

らうと努めた黙はかつて戴けると思ひます．今後共蔽者
語登の絡大な御譲助を御願ひし室すと共に編集上種為御

ご剣謹約購請案内し，色公の事愉から市販部職は悩
身少の見込ですから，確霞に入手される筋に，是非直接御
支註女をお甑ひします．一
曙6ケ月分金300剛（塗料共）

乍一’ケ年分金60bn(塗料共〕
曽物便昂騰の爲，定慨を上記の通り鍵更致しましたことを
即お噺り申上げます．､術今後側幡鍾勤そぬ他前金切れの時

a

無づきの鮎嬢どしどし御災せ願ひますれば幸掻です．はえの郡度縮算致しまして御通知申し蓑す、 逢一a
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